
(様式第 10) 

金大病総第  ４１ 号  

令和 ２年 ９月３０日  

  厚生労働大臣  殿 

 

                                    国立大学法人金沢大学長 

                                                         山  崎  光  悦    

 

 

国立大学法人金沢大学附属病院の業務に関する報告について 

 

 標記について、医療法（昭和 23 年法律第 205 号）第 12 条の 3 第 1 項及び医療法施行規則（昭和 23

年厚生省令第 50 号）第 9 条の 2 の 2 の第 1 項の規定に基づき、令和元年度の業務に関して報告します。 

記 

1 開設者の住所及び氏名 

 住   所 〒920-1192 石川県金沢市角間町 

 氏   名 国立大学法人金沢大学 

(注) 開設者が法人である場合は、「住所」欄には法人の主たる事務所の所在地を、「氏名」欄には

法人の名称を記入すること。 

 

2 名  称 

 国立大学法人金沢大学附属病院 

 

3 所在の場所 

〒920-8641 
                               電話(076)265-2000 

石川県金沢市宝町13番1号 

 

4 診療科名 

4-1 標榜する診療科名の区分 

○1 医療法施行規則第六条の四第一項の規定に基づき、有すべき診療科名すべてを標榜 

2 医療法施行規則第六条の四第四項の規定により読み替えられた同条第一項の規定に基づき、が

ん、循環器疾患等の疾患に関し、高度かつ専門的な医療を提供する特定機能病院として、十以

上の診療科名を標榜 
(注) 上記のいずれかを選択し、番号に○印を付けること。 

 

4-2 標榜している診療科名 

(1)内科 

内科 ○有  ・ 無 

内科と組み合わせた診療科名等 

① 呼吸器内科        ②消化器内科           ③循環器内科          ④腎臓内科 

    5神経内科          ⑥血液内科             7内分泌内科           8代謝内科 

  9感染症内科         10アレルギー疾患内科またはアレルギー科        ⑪リウマチ科 

 診療実績 
  脳神経内科、内分泌・代謝内科 
 
 
(注) 1 「内科と組み合わせた診療科名等」欄については、標榜している診療科名の番号に〇印を付

けること。 

 2 「診療実績」欄については、「内科と組み合わせた診療科名等」欄において、標榜していな



い診療科がある場合、その診療科で提供される医療を、他の診療科で提供している旨を記載す

ること。 

 

(2)外科 

外科 ○有  ・ 無 

  外科と組み合わせた診療科名 

 ①呼吸器外科           2消化器外科          ③乳腺外科           4心臓外科         

  5血管外科             ⑥心臓血管外科       7内分泌外科         ⑧小児外科 

 診療実績 
  胃腸外科、肝臓・胆のう・膵臓・移植外科 
 
 
(注) 1 「外科と組み合わせた診療科名」欄については、標榜している診療科名の番号に〇印を付け

ること。 

2 「診療実績」欄については、「外科」「呼吸器外科」「消化器外科」「乳腺外科」「心臓外

科」「血管外科」「心臓血管外科」「内分泌外科」「小児外科」のうち、標榜していない科が

ある場合は、他の標榜科での当該医療の提供実績を記載すること（「心臓血管外科」を標榜し

ている場合は、「心臓外科」「血管外科」の両方の診療を提供しているとして差し支えないこ

と）。 

 

(3)その他の標榜していることが求められる診療科名 

 ○1 精神科 ○2 小児科 ○3 整形外科 ○4 脳神経外科 ○5 皮膚科 ○6 泌尿器科 ○7 産婦人科 

8産科     9婦人科  ○10眼科     ○11耳鼻咽喉科 12放射線科  ○13放射線診断科 

○14放射線治療科  ○15麻酔科  ○16救急科 

(注） 標榜している診療科名の番号に〇印を付けること。 

 

(4)歯科 

歯科 ○有  ・ 無 

歯科と組み合わせた診療科名 

  1小児歯科   2矯正歯科  ③口腔外科 

 歯科の診療体制 
 
 
(注) 1 「歯科」欄及び「歯科と組み合わせた診療科名」欄については、標榜している診療科名の番

号に〇印を付けること。 

2 「歯科の診療体制」欄については、医療法施行規則第六条の四第五項の規定により、標榜し

ている診療科名として「歯科」を含まない病院については記入すること。 

 

(5)(1)～(4)以外でその他に標榜している診療科名 

  1形成外科、2腫瘍内科、3腫瘍外科、4漢方内科、5病理診断科、6リハビリテーション科 

 

(注) 標榜している診療科名について記入すること。 

 

5 病床数 

 精 神     感染症     結 核     療 養     一 般      合 計  

46床 床 床 床 792床 838床 

 

 

 



6 医師、歯科医師、薬剤師、看護師及び准看護師、管理栄養士その他の従業者の員数 

 

  職  種  常 勤  非常勤  合 計   職  種  員 数   職   種 員 数 

 医  師        381人  138人  478.3人  看 護 補 助 者          39人 診療エックス線

技師 

   0人 

 歯 科 医 師       11人   11人   18.5人  理 学 療 法 士           15人 臨床 

 

検査 

臨床検査技

師 

   59人 

 薬 剤 師         49人   2人   50.5人  作 業 療 法 士            7人 衛生検査技

師 

    2人 

 保 健 師          0人   0人     0人  視 能 訓 練 士            13人 そ の 他           0人 

 助 産 師          24人   0人    24人  義 肢 装 具 士             0人 あん摩マッサージ指圧師     0人 

 看 護 師        826人   6人 829.8人  臨 床 工 学 士   19人 医療社会事業従

事者 

    8人 

 准 看 護 師          0人   0人     0人  栄  養  士            0人 その他の技術員           16人 

 歯科衛生士     2人   0人     2人  歯 科 技 工 士           1人 事 務 職 員          145人 

 管理栄養士     8人   1人  8.7人  診療放射線技師     39人 その他の職員          34人 

(注) 1 報告書を提出する年度の 10 月１日現在の員数を記入すること。 

    2 栄養士の員数には、管理栄養士の員数は含めないで記入すること。 

     3 「合計」欄には、非常勤の者を当該病院の常勤の従事者の通常の勤務時間により常勤換算した      

員数と常勤の者の員数の合計を小数点以下 2 位を切り捨て、小数点以下 1 位まで算出して記入

すること。それ以外の欄には、それぞれの員数の単純合計員数を記入すること。 

 

7  専門の医師数                        

専門医名 人 数 専門医名 人 数 

総合内科専門医 69 人 眼 科 専 門 医 11 人 

外 科 専 門 医 35 人 耳鼻咽喉科専門医 14 人 

精 神 科 専 門 医 6 人 放射線科専門医 26 人 

小 児 科 専 門 医 18 人 脳神経外科専門医 11 人 

皮 膚 科 専 門 医 5 人 整形外科専門医 13 人 

泌尿器科専門医 13 人 麻 酔 科 専 門 医 18 人 

産婦人科専門医 16 人 救 急 科 専 門 医 6 人 

  合 計 261 人 

(注) 1 報告書を提出する年度の 10 月１日現在の員数を記入すること。 

2 人数には、非常勤の者を当該病院の常勤の従事者の通常の勤務時間により常勤換算した       

員数と常勤の者の員数の合計を小数点以下 1 位を切り捨て、整数で算出して記入すること。 

 

8 管理者の医療に係る安全管理の業務の経験 

管理者名（ 蒲田 敏文       ） 任命年月日 平成２８年４月１日 

 

平成２８年度から医療安全管理委員会の委員長として出席している。 

 

 

 

 

 

 



 

9 前年度の平均の入院患者、外来患者及び調剤の数 

  歯科、矯正歯科、小児歯科及び歯科口腔外科の前年度の平均の入院患者及び外来患者の数 

   歯 科 等 以 外   歯 科 等   合   計 

 １日当たり平均入院患者数       653.5人              5.7人            659.2人 

 １日当たり平均外来患者数            1,529.1人              77.5人          1,606.6人 

 １日当たり平均調剤数                                                             1331.9  剤 

必要医師数 158.1人  
必要歯科医師数 5人  
必要薬剤師数 22人  

必要（准）看護師数 384人  
（注)1 「歯科等」欄には、歯科、矯正歯科、小児歯科及び歯科口腔外科を受診した患者数を、「歯 

科等以外」欄にはそれ以外の診療料を受診した患者数を記入すること。 

  2 入院患者数は、前年度の各科別の入院患者延数(毎日の24時現在の在院患者数の合計)を暦日

で除した数を記入すること。 

  3 外来患者数は、前年度の各科別の外来患者延数をそれぞれ病院の年間の実外来診療日数で除

した数を記入すること。 

  4 調剤数は、前年度の入院及び外来別の調剤延数をそれぞれ暦日及び実外来診療日数で除した

数を記入すること。 

     5  必要医師数、必要歯科医師数、必要薬剤師数及び必要（准）看護師数については、医療法

施行規則第二十二条の二の算定式に基づき算出すること。 

10 施設の構造設備 
 施 設 名  床面積  主要構造       設    備    概    要 

集中治療室 

 

 

  462m 2 

 

 

鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ 

 

 

   病 床 数   22床  心  電  計  有・無 

   人工呼吸装置  有・無  心細動除去装置  有・無 

   その他の救急蘇生装置  有・無  ペースメーカー  有・無 

無菌病室等 

 

［固定式の場合］ 床面積      347m 2      病床数       27床 

［移動式の場合］ 台 数      14台 

医 薬 品 

情報管理室 

［専用室の場合］ 床  積     73m 2 

［共用室の場合］ 共用する室名 

化学検査室    523m 2 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ   （主な設備） 
免疫発光測定装置、全自動免疫測定装置、ディスクリート方式

臨床化学自動分析装置、検体前処理装置、蛋白分画電気泳動分

析装置、免疫比濁測定装置、全自動電気泳動分析装置、迅速糖

尿病生理機能検査装置、迅速糖化診断生理機能検査装置、自動

浸透圧分析装置、乾式臨床化学分析装置、自動化学分析装置、

大腸生理機能予備検査装置、総合生理機能検査前輸血支援シス

テム、赤血球沈降速度測定装置、汎用血液ガス分析装置、血液

検査システム、呼気中13CO2分析装置、臨床検査支援システム

、恒温器、血液検査装置、心疾患関連マーカー自動測定器シス

テム、遠心機、蒸留水製造装置、尿化学分析装置、顕微鏡、精

子特性分析機、マルチカラーフローサイトメトリー 

細菌検査室     94m 2 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ   （主な設備） 
血液培養装置、同定・薬剤感受性パネル自動測定装置、全自

動細菌検査システム、クリーンベンチ、サーマルサイクラー

、結核菌迅速診断装置、マイクロチップ電気泳動システム、

嫌気ワークステーション、全自動遺伝子解析システム、遺伝

子解析装置、恒温器、炭酸ガス培養装置、遠心機、乾熱滅菌

器、高圧滅菌器、純水製造装置、顕微鏡、質量分析装置 



病理検査室    112m 2 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ   （主な設備） 
全自動免疫染色装置、自動固定包埋装置、自動染色装置 

病理解剖室    134m 2 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ   （主な設備） 
無影灯、解剖台、計量器 

研 究 室    752m 2 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ   （主な設備） 
血液ガス分析装置、マイクロプレートリーダー、手術支援ロ

ボット、超低温フリーザー、バイオハザード対象用キャビネ

ット、遠心分離機、インキュベーター、高速タンパクブロッ

ティングシステム、オートクレーブ、クリーンベンチ、顕微

鏡、蛍光実体顕微鏡、薬用冷凍冷蔵庫、低温冷凍庫、ドラフ

ト 

講 義 室    267m 2 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ    室数       1室  収容定員          300人 

図 書 室    166m 2 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ    室数        2室  蔵 書 数    4,400冊程度 

(注) 1 主要構造には、鉄筋コンクリート、簡易耐火、木造等の別を記入すること。 

  2 主な設備は、主たる医療機器、研究用機器、教育用機器を記入すること。 

  



11 紹介率及び逆紹介率の前年度の平均値 

紹 介 率 ８６．８％ 逆 紹 介 率  ８５．２ ％ 
算

出

根

拠 

Ａ：紹 介 患 者 の 数                                              １１，９０２ 人 

Ｂ：他の病院又は診療所に紹介した患者の数                            １１，９７８ 人 

Ｃ：救急用自動車によって搬入された患者の数                                  ２９８ 人 

Ｄ：初 診 の 患 者 の 数                                               １４，０６０ 人 

(注) 1 「紹介率」欄は、Ａ、Ｃの和をＤで除した数に100を乗じて小数点以下第1位まで記入するこ

と。 

2  「逆紹介率」欄は、ＢをＤで除した数に100を乗じて小数点以下第1位まで記入すること。 
3 Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄは、それぞれの前年度の延数を記入すること。 

 

12 監査委員会の委員名簿及び委員の選定理由（注） 

氏名 所属 委員長 

（○を付す） 

選定理由 利害関係 委員の要件 

該当状況 

長島 久 富山大学附属

病院 

〇 医療の質・安全推

進部長として医療

安全に関する業務

に従事しているた

め 

有・○無  1 

麻生 小夜 金沢あおば法

律事務所 

 弁護士として法律

に関する専門知識

に基づき、業務を

行っているため 

有・○無  1 

和田  真由

美 

血液疾患の患

者の会「萌の

会」 

 「萌の会」の代表

として活動してお

り、医療を受ける

立場から意見を述 

べることができる

ため 

有・○無  2 

    有・無  

    有・無  

    有・無  

（注） 「委員の要件該当状況」の欄は、次の1～3のいずれかを記載すること。 

   1. 医療に係る安全管理又は法律に関する識見を有する者その他の学識経験を有する者 

2. 医療を受ける者その他の医療従事者以外の者（1.に掲げる者を除く。） 

   3. その他 

 

13 監査委員会の委員名簿及び委員の選定理由の公表の状況 

委員名簿の公表の有無 有・無 

委員の選定理由の公表の有無 有・無 

公表の方法 

本院の Web サイトに掲載している。 

 

 

 

 

 



1  承認を受けている先進医療の種類（注１）及び取扱患者数

取扱患者数

0人　

2人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

(注） 1　「先進医療の種類」欄には、厚生労働大臣の定める先進医療及び施設基準（平成二十年厚生労働省告示

　　　　　第百二十九号）第二各号に掲げる先進医療について記入すること。

(注） 2　「取扱患者数」欄には、前年度の年間実患者数を記入すること。

高度の医療の提供の実績

先　進　医　療　の　種　類   

LDLアフェレシス療法

腹腔鏡下傍大動脈リンパ節郭清術

（様式第2）



2  承認を受けている先進医療の種類（注１）及び取扱患者数

取扱患者数

3人　

0人　

0人　

2人　

0人　

0人　

0人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

(注) 1　「先進医療の種類」欄には、厚生労働大臣の定める先進医療及び施設基準（平成二十年厚生労働省告示

　　　　　第百二十九号）第三各号に掲げる先進医療について記入すること。

(注) 2　「取扱患者数」欄には、前年度の年間実患者数を記入すること。

陽子線治療

術後のカペシタビン内服投与及びオキサリプラチン静脈内投与の併用療法

先　進　医　療　の　種　類   

腹腔鏡下センチネルリンパ節生検

リツキシマブ点滴注射後におけるミコフェノール酸モフェチル経口投与による寛解維持療法

コレステロール塞栓症に対する血液浄化療法

131I-MIBGを用いた内照射療法 神経芽腫

Ｓ－1内服投与、シスプラチン静脈内投与及びパクリタキセル腹腔内投与の併用療法

高度の医療の提供の実績

（様式第2）



3　その他の高度の医療

医療技術名 パクリタキセル腹腔内投与及び静脈内投与並びにＳ―１内服併用療法 取扱患者数 0人　

当該医療技術の概要

腹膜播種陽性または腹腔細胞診陽性の胃癌症例を対象として、Ｓ-１＋パクリタキセル経静脈・腹腔内併用療法の安全性と

有効性を評価する。

医療技術名 取扱患者数 人　

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数 人　

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数 人　

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数 人　

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数 人　

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数 人　

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数 人　

当該医療技術の概要

高度の医療の提供の実績

（注） 1　当該医療機関において高度の医療と判断するものが他にあれば、前年度の実績を記入すること。

（注） 2　医療法施行規則第六条の四第四項の規定に基づき、がん、循環器疾患等の疾患に関し、高度かつ専門的な医療
を提供する特定機能病院として十以上の診療科名を標榜する病院については、他の医療機関での実施状況を含め、当該
医療技術が極めて先駆的であることについて記入すること（当該医療が先進医療の場合についても記入すること）。

（様式第2）



疾　　　患　　　名 患者数 疾　　　患　　　名 患者数
1 球脊髄性筋萎縮症 1 56 ベーチェット病 58
2 筋萎縮性側索硬化症 9 57 特発性拡張型心筋症 30
3 脊髄性筋萎縮症 1 58 肥大型心筋症 19
4 原発性側索硬化症 1 59 拘束型心筋症 0
5 進行性核上性麻痺 11 60 再生不良性貧血 117
6 パーキンソン病 67 61 自己免疫性溶血性貧血 2
7 大脳皮質基底核変性症 3 62 発作性夜間ヘモグロビン尿症 8
8 ハンチントン病 3 63 特発性血小板減少性紫斑病 47
9 神経有棘赤血球症 0 64 血栓性血小板減少性紫斑病 1
10 シャルコー・マリー・トゥース病 0 65 原発性免疫不全症候群 16
11 重症筋無力症 88 66 IgＡ 腎症 21
12 先天性筋無力症候群 0 67 多発性嚢胞腎 17
13 多発性硬化症／視神経脊髄炎 53 68 黄色靱帯骨化症 12

14
慢性炎症性脱髄性多発神経炎／多巣性運

動ニューロパチー
13 69 後縦靱帯骨化症 54

15 封入体筋炎 1 70 広範脊柱管狭窄症 3
16 クロウ・深瀬症候群 1 71 特発性大腿骨頭壊死症 77
17 多系統萎縮症 10 72 下垂体性ADH分泌異常症 12
18 脊髄小脳変性症(多系統萎縮症を除く。) 19 73 下垂体性TSH分泌亢進症 2
19 ライソゾーム病 9 74 下垂体性PRL分泌亢進症 5
20 副腎白質ジストロフィー 0 75 クッシング病 2
21 ミトコンドリア病 6 76 下垂体性ゴナドトロピン分泌亢進症 0
22 もやもや病 24 77 下垂体性成長ホルモン分泌亢進症 20
23 プリオン病 3 78 下垂体前葉機能低下症 63
24 亜急性硬化性全脳炎 1 79 家族性高コレステロール血症（ホモ接合体） 1
25 進行性多巣性白質脳症 1 80 甲状腺ホルモン不応症 0
26 HTLV-1関連脊髄症 1 81 先天性副腎皮質酵素欠損症 8
27 特発性基底核石灰化症 0 82 先天性副腎低形成症 0
28 全身性アミロイドーシス 19 83 アジソン病 2
29 ウルリッヒ病 0 84 サルコイドーシス 85
30 遠位型ミオパチー 0 85 特発性間質性肺炎 36
31 ベスレムミオパチー 0 86 肺動脈性肺高血圧症 21
32 自己貪食空胞性ミオパチー 0 87 肺静脈閉塞症／肺毛細血管腫症 0
33 シュワルツ・ヤンペル症候群 0 88 慢性血栓塞栓性肺高血圧症 18
34 神経線維腫症 14 89 リンパ脈管筋腫症 3
35 天疱瘡 14 90 網膜色素変性症 7
36 表皮水疱症 3 91 バッド・キアリ症候群 3
37 膿疱性乾癬（汎発型） 3 92 特発性門脈圧亢進症 2
38 スティーヴンス・ジョンソン症候群 1 93 原発性胆汁性肝硬変 59
39 中毒性表皮壊死症 0 94 原発性硬化性胆管炎 6
40 高安動脈炎 23 95 自己免疫性肝炎 27
41 巨細胞性動脈炎 7 96 クローン病 139
42 結節性多発動脈炎 18 97 潰瘍性大腸炎 135
43 顕微鏡的多発血管炎 22 98 好酸球性消化管疾患 0
44 多発血管炎性肉芽腫症 13 99 慢性特発性偽性腸閉塞症 0
45 好酸球性多発血管炎性肉芽腫症 16 100 巨大膀胱短小結腸腸管蠕動不全症 0
46 悪性関節リウマチ 11 101 腸管神経節細胞僅少症 0
47 バージャー病 12 102 ルビンシュタイン・テイビ症候群 0
48 原発性抗リン脂質抗体症候群 5 103 CFC症候群 0
49 全身性エリテマトーデス 294 104 コステロ症候群 0
50 皮膚筋炎／多発性筋炎 138 105 チャージ症候群 1
51 全身性強皮症 362 106 クリオピリン関連周期熱症候群 0
52 混合性結合組織病 46 107 全身型若年性特発性関節炎 5
53 シェーグレン症候群 56 108 TNF受容体関連周期性症候群 0
54 成人スチル病 22 109 非典型溶血性尿毒症症候群 0
55 再発性多発軟骨炎 4 110 ブラウ症候群 1

高度の医療の提供の実績

4　指定難病についての診療

（様式第2）



高度の医療の提供の実績

4　指定難病についての診療

（様式第2）

疾　　　患　　　名 患者数 疾　　　患　　　名 患者数
111 先天性ミオパチー 0 161 家族性良性慢性天疱瘡 1
112 マリネスコ・シェーグレン症候群 0 162 類天疱瘡（後天性表皮水疱症を含む。） 11
113 筋ジストロフィー 3 163 特発性後天性全身性無汗症 2
114 非ジストロフィー性ミオトニー症候群 0 164 眼皮膚白皮症 0
115 遺伝性周期性四肢麻痺 1 165 肥厚性皮膚骨膜症 0
116 アトピー性脊髄炎 0 166 弾性線維性仮性黄色腫 1
117 脊髄空洞症 1 167 マルファン症候群 4
118 脊髄髄膜瘤 0 168 エーラス・ダンロス症候群 2
119 アイザックス症候群 0 169 メンケス病 0
120 遺伝性ジストニア 0 170 オクシピタル・ホーン症候群 0
121 神経フェリチン症 0 171 ウィルソン病 3
122 脳表ヘモジデリン沈着症 1 172 低ホスファターゼ症 0

123
禿頭と変形性脊椎症を伴う常染色体劣性

白質脳症
0 173 VATER症候群 0

124
皮質下梗塞と白質脳症を伴う常染色体優

性脳動脈症
0 174 那須・ハコラ病 0

125
神経軸索スフェロイド形成を伴う遺伝性び

まん性白質脳症
0 175 ウィーバー症候群 0

126 ペリー症候群 0 176 コフィン・ローリー症候群 0
127 前頭側頭葉変性症 0 177 有馬症候群 0
128 ビッカースタッフ脳幹脳炎 0 178 モワット・ウィルソン症候群 0
129 痙攣重積型（二相性）急性脳症 0 179 ウィリアムズ症候群 1
130 先天性無痛無汗症 0 180 ＡＴＲ－Ｘ症候群 0
131 アレキサンダー病 0 181 クルーゾン症候群 0
132 先天性核上性球麻痺 0 182 アペール症候群 0
133 メビウス症候群 0 183 ファイファー症候群 0
134 中隔視神経形成異常症/ドモルシア症候群 0 184 アントレー・ビクスラー症候群 0
135 アイカルディ症候群 0 185 コフィン・シリス症候群 0
136 片側巨脳症 0 186 ロスムンド・トムソン症候群 0
137 限局性皮質異形成 0 187 歌舞伎症候群 0
138 神経細胞移動異常症 0 188 多脾症候群 0
139 先天性大脳白質形成不全症 0 189 無脾症候群 0
140 ドラベ症候群 0 190 鰓耳腎症候群 0
141 海馬硬化を伴う内側側頭葉てんかん 0 191 ウェルナー症候群 0
142 ミオクロニー欠神てんかん 0 192 コケイン症候群 0
143 ミオクロニー脱力発作を伴うてんかん 0 193 プラダー・ウィリ症候群 0
144 レノックス・ガストー症候群 0 194 ソトス症候群 0
145 ウエスト症候群 0 195 ヌーナン症候群 0
146 大田原症候群 0 196 ヤング・シンプソン症候群 0
147 早期ミオクロニー脳症 0 197 １p36欠失症候群 0
148 遊走性焦点発作を伴う乳児てんかん 0 198 ４p欠失症候群 0
149 片側痙攣・片麻痺・てんかん症候群 0 199 ５p欠失症候群 0
150 環状20番染色体症候群 0 200 第14番染色体父親性ダイソミー症候群 0
151 ラスムッセン脳炎 0 201 アンジェルマン症候群 0
152 ＰＣＤＨ19関連症候群 0 202 スミス・マギニス症候群 0
153 難治頻回部分発作重積型急性脳炎 0 203 22q11.2欠失症候群 1

154
徐波睡眠期持続性棘徐波を示すてんかん

性脳症
0 204 エマヌエル症候群 0

155 ランドウ・クレフナー症候群 0 205 脆弱Ｘ症候群関連疾患 0
156 レット症候群 0 206 脆弱X症候群 0
157 スタージ・ウェーバー症候群 1 207 総動脈幹遺残症 0
158 結節性硬化症 1 208 修正大血管転位症 2
159 色素性乾皮症 0 209 完全大血管転位症 0
160 先天性魚鱗癬 1 210 単心室症 0



高度の医療の提供の実績

4　指定難病についての診療

（様式第2）

疾　　　患　　　名 患者数 疾　　　患　　　名 患者数

211 左心低形成症候群 0 259
レシチンコレステロールアシルトランスフェ

ラーゼ欠損症
0

212 三尖弁閉鎖症 2 260 シトステロール血症 0
213 心室中隔欠損を伴わない肺動脈閉鎖症 0 261 タンジール病 0
214 心室中隔欠損を伴う肺動脈閉鎖症 0 262 原発性高カイロミクロン血症 0
215 ファロー四徴症 0 263 脳腱黄色腫症 0
216 両大血管右室起始症 0 264 無βリポタンパク血症 0
217 エプスタイン病 0 265 脂肪萎縮症 0
218 アルポート症候群 0 266 家族性地中海熱 1
219 ギャロウェイ・モワト症候群 0 267 高ＩｇＤ症候群 0
220 急速進行性糸球体腎炎 2 268 中條・西村症候群 0

221 抗糸球体基底膜腎炎 1 269
化膿性無菌性関節炎・壊疽性膿皮症・アク

ネ症候群
1

222 一次性ネフローゼ症候群 25 270 慢性再発性多発性骨髄炎 0
223 一次性膜性増殖性糸球体腎炎 2 271 強直性脊椎炎 23
224 紫斑病性腎炎 1 272 進行性骨化性線維異形成症 0
225 先天性腎性尿崩症 0 273 肋骨異常を伴う先天性側弯症 0
226 間質性膀胱炎（ハンナ型） 3 274 骨形成不全症 0
227 オスラー病 2 275 タナトフォリック骨異形成症 0
228 閉塞性細気管支炎 0 276 軟骨無形成症 0
229 肺胞蛋白症（自己免疫性又は先天性） 1 277 リンパ管腫症/ゴーハム病 0
230 肺胞低換気症候群 0 278 巨大リンパ管奇形（頚部顔面病変） 0

231 α1－アンチトリプシン欠乏症 1 279
巨大静脈奇形（頚部口腔咽頭びまん性病

変）
0

232 カーニー複合 0 280 巨大動静脈奇形（頚部顔面又は四肢病変） 2
233 ウォルフラム症候群 0 281 クリッペル・トレノネー・ウェーバー症候群 1

234
ペルオキシソーム病（副腎白質ジストロ

フィーを除く。）
0 282 先天性赤血球形成異常性貧血 0

235 副甲状腺機能低下症 0 283 後天性赤芽球癆 2
236 偽性副甲状腺機能低下症 0 284 ダイアモンド・ブラックファン貧血 0
237 副腎皮質刺激ホルモン不応症 0 285 ファンコニ貧血 0
238 ビタミンＤ抵抗性くる病/骨軟化症 3 286 遺伝性鉄芽球性貧血 0
239 ビタミンＤ依存性くる病/骨軟化症 0 287 エプスタイン症候群 0
240 フェニルケトン尿症 0 288 自己免疫性出血病XIII 0
241 高チロシン血症1型 0 289 クロンカイト・カナダ症候群 0
242 高チロシン血症2型 0 290 非特異性多発性小腸潰瘍症 0
243 高チロシン血症3型 0 291 ヒルシュスプルング病（全結腸型又は小腸 0
244 メープルシロップ尿症 0 292 総排泄腔外反症 0
245 プロピオン酸血症 0 293 総排泄腔遺残 0
246 メチルマロン酸血症 0 294 先天性横隔膜ヘルニア 0
247 イソ吉草酸血症 0 295 乳幼児肝巨大血管腫 0
248 グルコーストランスポーター1欠損症 0 296 胆道閉鎖症 0
249 グルタル酸血症1型 0 297 アラジール症候群 0
250 グルタル酸血症2型 0 298 遺伝性膵炎 0
251 尿素サイクル異常症 0 299 嚢胞性線維症 0
252 リジン尿性蛋白不耐症 0 300 ＩｇＧ４関連疾患 17
253 先天性葉酸吸収不全 0 301 黄斑ジストロフィー 0
254 ポルフィリン症 0 302 レーベル遺伝性視神経症 2
255 複合カルボキシラーゼ欠損症 0 303 アッシャー症候群 0
256 筋型糖原病 0 304 若年発症型両側性感音難聴 0
257 肝型糖原病 0 305 遅発性内リンパ水腫 0

258
ガラクトース－１－リン酸ウリジルトランス

フェラーゼ欠損症
0 306 好酸球性副鼻腔炎 6



高度の医療の提供の実績

4　指定難病についての診療

（様式第2）

疾　　　患　　　名 患者数 疾　　　患　　　名 患者数
307 カナバン病 0 321 非ケトーシス型高グリシン血症 0
308 進行性白質脳症 0 322 β―ケトチオラーゼ欠損症 0
309 進行性ミオクローヌスてんかん 0 323 芳香族L－アミノ酸脱炭酸酵素欠損症 0
310 先天異常症候群 0 324 メチルグルタコン酸尿症 0
311 先天性三尖弁狭窄症 0 325 遺伝性自己炎症疾患 0
312 先天性僧帽弁狭窄症 0 326 大理石骨病 0

313 先天性肺静脈狭窄症 0 327
特発性血栓症（遺伝性血栓性素因によるも

のに限る。）
6

314 左肺動脈右肺動脈起始症 0 328 前眼部形成異常 1

315
ネイルパテラ症候群（爪膝蓋骨症候群）／Ｌ

ＭＸ１Ｂ関連腎症
0 329 無虹彩症 1

316 カルニチン回路異常症 0 330 先天性気管狭窄症 0
317 三頭酵素欠損症 0 331 特発性多中心性キャッスルマン病 10
318 シトリン欠損症 0 332 膠様滴状角膜ジストロフィー 0
319 セピアプテリン還元酵素（ＳＲ）欠損症 0 333 ハッチンソン・ギルフォード症候群 0

320
先天性グリコシルホスファチジルイノシトー

ル（GPI）欠損症
0

（注）　「患者数」欄には、前年度の年間実患者数を記入すること。



5　届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（基本診療科）

　・ハイリスク分娩管理加算

　・病棟薬剤業務実施加算１

　・病棟薬剤業務実施加算２

　・データ提出加算

　・入退院支援加算１

　・入院時支援加算

　・診療録管理体制加算１ 　・精神疾患診療体制加算

　・医師事務作業補助体制加算１（50対１） 　・精神科急性期医師配置加算

　・急性期看護補助体制加算 　・地域歯科診療支援病院入院加算

　・看護職員夜間配置加算１（12対１） 　・特定集中治療室管理料２

　・療養環境加算 　・早期離床・リハビリテーション加算

　・重症者等療養環境特別加算 　・総合周産期特定集中治療室管理料

　・無菌治療室管理加算１．２      １．母体・胎児集中治療室管理料

　・緩和ケア診療加算      ２．新生児集中治療室管理料　

　・精神科応急入院施設管理加算 　・新生児治療回復室入院医療管理料

　・精神病棟入院時医学管理加算 　・小児入院医療管理料２

　・精神科身体合併症管理加算

　・精神科リエゾンチーム加算

　・摂食障害入院医療管理加算

　・栄養サポートチーム加算

　・医療安全対策加算１

　・患者サポート体制充実加算

　・褥瘡ハイリスク患者ケア加算

　・ハイリスク妊娠管理加算

高度の医療の提供の実績

施　設　基　準　の　種　類 施　設　基　準　の　種　類

　・地域歯科診療支援病院歯科初診料

　・歯科外来診療環境体制加算 　・後発医薬品使用体制加算3

　・歯科診療特別対応連携加算

　・特定機能病院入院基本料（一般病棟）

　・特定機能病院入院基本料（精神病棟）

　・救急医療管理加算

　・超急性期脳卒中加算

　

　

　

　

　

　・感染防止対策加算１       感染防止対策地域連携加算あり
                                 　　   抗菌薬適正使用支援加算あり

　

　

　

　

（様式第2）



6　届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（特掲診療科）

　・在宅経肛門的自己洗腸指導管理料

　・糖尿病合併症管理料 　・遺伝学的検査

　・がん性疼痛緩和指導管理料 　・骨髄微小残存病変量測定

　・がん患者指導管理料イ

　・がん患者指導管理料ロ

　・がん患者指導管理料ハ

　・外来緩和ケア管理料

　・移植後患者指導管理料

　・移植後患者指導管理料(臓器移植後) 　・検体検査管理加算（Ⅳ）

　・糖尿病透析予防指導管理料 　・国際標準検査管理加算

　・高度腎機能障害患者指導加算 　・遺伝カウセリング加算

　・院内トリアージ実施料

　・外来放射線照射診療料 　・胎児心エコー法

　・ニコチン依存症管理料 　・ヘッドアップティルト試験

　・がん治療連携計画策定料 　・人工膵臓検査

　・肝炎インターフェロン治療計画料 　・皮下連続式グルコース測定

　・薬剤管理指導料 　・長期継続頭蓋内脳波検査

　・医療機器安全管理料１ 　・神経学的検査

　・医療機器安全管理料２ 　・補聴器適合検査

　・医療機器安全管理料（歯科）

　・歯科治療総合医療管理料 　・ロービジョン検査判断料

　・在宅腫瘍治療電場療法指導管理料 　・小児食物アレルギー負荷検査

高度の医療の提供の実績

施　設　基　準　の　種　類 施　設　基　準　の　種　類

　・心臓ペースメーカー指導管理料（遠隔モニタリング加算）

　・高度難聴指導管理料
　・持続血糖測定器加算（間歇注入シリンジポンプと連動する
持続血糖測定器を用いる場合）

　・ＢＲＣＡ１／２遺伝子検査

　・がんゲノムプロファイリング検査

　・抗HLA抗体（スクリーニング検査）

　・抗HLA抗体（抗体特異性同定検査）

　・ＨＰＶ核酸検出及びＨＰＶ核酸検出（簡易ジェノタイプ判
定）

　・婦人科特定疾患治療管理料 　・遺伝性腫瘍カウンセリング加算

　・腎代替療法指導管理料 　・心臓カテーテル法による諸検査の血管内視鏡検査加算

　・時間内歩行試験及びシャトルウォーキングテスト

　・黄斑局所網膜電図

　・精神科退院時共同指導料２ 　・全視野精密網膜電図

（様式第2）



6　届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（特掲診療科）

　・内服・点滴誘発試験 　・エタノールの局所注入（甲状腺に対するもの）

　・センチネルリンパ節生検（片側） 　・人工腎臓

　・導入期加算２及び腎代替療法実績加算

　・画像診断管理加算３ 　・ＣＡＤ／ＣＡＭ冠

　・遠隔画像診断 　・歯科技工加算

　・CT撮影及びMRI撮影

　・冠動脈ＣＴ撮影加算

　・心臓ＭＲＩ撮影加算

　・乳房ＭＲＩ撮影加算

　・小児鎮静下ＭＲＩ撮影加算

　・頭部ＭＲＩ撮影加算

　・脳腫瘍覚醒下マッピング加算

　・抗悪性腫瘍剤処方管理加算

　・外来化学療法加算１

　・無菌製剤処理料 　・羊膜移植術

　・心大血管疾患リハビリテーション料（Ⅰ）

　・脳血管疾患等リハビリテーション料（Ⅰ）

　・運動器リハビリテーション料（Ⅰ） 　・網膜再建術

　・呼吸器リハビリテーション料（Ⅰ） 　・人工中耳植込術

　・がん患者リハビリテーション料

　・歯科口腔リハビリテーション料２

　・精神科作業療法

　・医療保護入院等診療料

高度の医療の提供の実績

施　設　基　準　の　種　類 施　設　基　準　の　種　類

　・有床義歯咀嚼機能検査１のロ及び咀嚼能力検査

　・有床義歯咀嚼機能検査2のロ及び咬合能力検査 　・透析液水質確保加算及び慢性維持透析濾過加算

　・皮膚悪性腫瘍切除術（センチネルリンパ節加算を算定する
場合に限る。）

　・四肢・躯幹軟部悪性腫瘍手術及び骨悪性腫瘍手術の注に
掲げる処理骨再建加算

　・組織拡張器による再建手術（一連につき）（乳房（再建手
術）の場合に限る。）

　・骨移植術（軟骨移植術を含む。）（自家培養軟骨移植術に
限る。）

　・椎間板内酵素注入療法

　・腫瘍脊椎骨全摘術

　・全身ＭＲＩ撮影加算

　・脳刺激装置植込術（頭蓋内電極植込術を含む。）及び脳刺激装
置交換術、脊髄刺激装置植込術及び脊髄刺激装置交換術

　・角膜移植術（内皮移植加算）

　・緑内障手術（緑内障治療用インプラント挿入術（プレートの
あるもの））

　・緑内障手術（水晶体再建術併用眼内ドレーン挿入術）

　・人工内耳植込術、植込型骨導補聴器移植術及び植込型
骨導補聴器交換術

　・内視鏡下鼻・副鼻腔手術Ⅴ型（拡大副鼻腔手術）

　・鏡視下咽頭悪性腫瘍手術（軟口蓋悪性腫瘍手術を含
む。）

　・抗精神病特定薬剤治療指導管理料（治療抵抗性統合失
調症治療指導管理料に限る。）

　・鏡視下咽頭悪性腫瘍手術

　・上顎骨形成術（骨移動を伴う場合に限る。）（歯科診療に係るものに限る。）、下顎骨形成術（骨移動
を伴う場合に限る。）（歯科診療に係るものに限る。）

　・静脈圧迫処置（慢性静脈不全に対するもの）
　・乳腺悪性腫瘍手術（乳がんセンチネルリンパ節加算１又は乳がんセンチ
ネルリンパ節加算２を算定する場合に限る。）

（様式第2）



6　届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（特掲診療科）

　・バルーン閉塞下逆行性経静脈的塞栓術

　・体外衝撃波胆石破砕術

　・腹腔鏡下肝切除術

　・生体部分肝移植術

　・同種死体肝移植術

　・体外衝撃波膵石破砕術（一連につき）

　・腹腔鏡下膵体尾部腫瘍切除術

　・早期悪性腫瘍大腸粘膜下層剥離術

　・腹腔鏡下小切開副腎摘出術

　・体外衝撃波腎・尿管結石破砕術

　・腎腫瘍凝固・焼灼術（冷凍凝固によるもの）

　・同種死体腎移植術

　・生体腎移植術

　・補助人工心臓 　・膀胱水圧拡張術

　・経皮的下肢動脈形成術 　・腹腔鏡下膀胱悪性腫瘍手術

　・腹腔鏡下リンパ節群郭清術（傍大動脈）

　・人工尿道括約筋植込・置換術

高度の医療の提供の実績

施　設　基　準　の　種　類 施　設　基　準　の　種　類

　・乳腺悪性腫瘍手術（乳輪温存乳房切除術（腋窩郭清を伴わないもの）及
び乳輪温存乳房切除術（腋窩郭清を伴うもの））

　・腹腔鏡下噴門側胃切除術（内視鏡手術用支援機器を用い
る場合）

　・ゲル充填人工乳房を用いた乳房再建術（乳房切除後）
　・腹腔鏡下胃全摘術（内視鏡手術用支援機器を用いる場
合）

　・胸腔鏡下拡大胸腺摘出術（内視鏡手術用支援機器を用い
る場合）

　・腹腔鏡下胃縮小術（スリーブ状切除によるもの）

　・胸腔鏡下縦隔悪性腫瘍手術及び胸腔鏡下良性縦隔腫瘍
手術（内視鏡手術用支援機器を用いる場合）

　・肺悪性腫瘍手術（壁側・臓側胸膜全切除（横隔膜、心膜合
併切除を伴うもの）に限る）

　・胆管悪性腫瘍手術（膵頭十二指腸切除及び肝切除（葉以
上）を伴うものに限る。）

　・胸腔鏡下肺悪性腫瘍手術（区域切除及び肺葉切除又は１肺葉を
超えるものに限る。）（内視鏡手術用支援機器を用いる場合）

　・胸腔鏡下食道悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用
いる場合）

　・縦隔鏡下食道悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用
いる場合）
　・食道縫合術（穿孔、損傷）（内視鏡によるもの）、内視鏡下胃、十二指腸穿
孔瘻孔閉鎖術、胃瘻閉鎖術（内視鏡によるもの）、小腸瘻閉鎖術（内視鏡に
よるもの）、結腸瘻閉鎖術（内視鏡によるもの）、腎（腎盂）腸瘻閉鎖術（内視
鏡によるもの）、尿管腸瘻閉鎖術（内視鏡によるもの）、膀胱腸瘻閉鎖術（内
視鏡によるもの）、腟腸瘻閉鎖術（内視鏡によるもの）

　・経皮的冠動脈形成術　　(特殊ｶﾃｰﾃﾙによるもの）
　・腹腔鏡下膵腫瘍摘出術及び腹腔鏡下膵体尾部腫瘍切除
術

　・胸腔鏡下弁形成術

　・胸腔鏡下弁置換術

　・経皮的カテーテル大動脈弁置換術

　・経皮的中隔心筋焼灼術

　・ペースメーカー移植術及びペースメーカー交換術
　・腹腔鏡下小切開腎部分切除術、腹腔鏡下小切開腎摘出
術、腹腔鏡下小切開腎（尿管）悪性腫瘍手術

　・ペースメーカー移植術及びペースメーカー交換術（リードレ
スペースメーカー）

　・両心室ﾍﾟｰｽﾒｰｶｰ移植術（経静脈電極の場合）及び両心
室ﾍﾟｰｽﾒｰｶｰ交換術（経静脈電極の場合）

　・腹腔鏡下腎悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用い
るもの）

　・植込型除細動器移植術（経静脈リードを用いるもの又は皮下植込型リードを用いるもの）、植込型除
細動器交換術（その他のもの）及び経静脈電極抜去術

　・腹腔鏡下腎盂形成手術（内視鏡手術用支援機器を用いる
場合）

　・両室ﾍﾟｰｼﾝｸﾞ機能付き植込型除細動器移植術（経静脈電極の場合）及び
両室ﾍﾟｰｼﾝｸﾞ機能付き植込型除細動器交換術（経静脈電極の場合）

　・大動脈バルーンパンピング法（IABP法）

　・腹腔鏡下膀胱悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用
いる場合）

　・腹腔鏡下十二指腸局所切除術（内視鏡処置を併施するも
の）

　・腹腔鏡下胃切除術（内視鏡手術用支援機器を用いる場
合）

　・腹腔鏡下小切開前立腺悪性腫瘍手術

（様式第2）



6　届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（特掲診療科）

　・悪性腫瘍病理組織標本加算

　・クラウン・ブリッジ維持管理料

　・

　・

　・

　・

　・

　・輸血管理料Ⅱ 　・

　・コーディネート体制充実加算 　・

　・人工肛門・人工膀胱造設術前処置加算 　・

　・胃瘻造設時嚥下機能評価加算 　・

　・広範囲顎骨支持型装置埋入手術 　・

　・麻酔管理料（Ⅰ） 　・

　・麻酔管理料（Ⅱ） 　・

　・放射線治療専任加算 　・

　・外来放射線治療加算 　・

　・高エネルギー放射線治療 　・

　・1回線量増加加算 　・

　・強度変調放射線治療（ＩＭＲＴ） 　・

　・画像誘導放射線治療加算  （ＩＧＲＴ） 　・

　・体外照射呼吸性移動対策加算 　・

　・定位放射線治療 　・

　・定位放射線治療呼吸性移動対策加算 　・

　・画像誘導密封小線源治療加算 　・

　・

　・病理診断管理加算2 　・

高度の医療の提供の実績

施　設　基　準　の　種　類 施　設　基　準　の　種　類

　・腹腔鏡下前立腺悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を
用いるもの）

　・保険医療機関間の連携におけるデジタル病理画像による
術中迅速病理組織標本作製

　・腹腔鏡下膣式子宮全摘術（内視鏡手術用支援機器を用い
る場合）

　・腹腔鏡下子宮悪性腫瘍手術（子宮体がんに限る。）

　・腹腔鏡下子宮悪性腫瘍手術（子宮頸がんに限る）

　・胃瘻造設術（内視鏡下胃瘻造設術、腹腔鏡下胃瘻造設術
を含む。）

　・医科点数表第2章第10部 手術の通則の19に掲げる手術（遺伝性乳癌卵
巣癌症候群患者に対する乳房切除術に限る。）

　・医科点数表第2章第10部 手術の通則の19に掲げる手術（遺伝性乳癌卵
巣癌症候群患者に対する子宮附属器腫瘍摘出術に限る。）

（様式第2）



7　診療報酬の算定方法に先進医療から採り入れられた医療技術

8　病理・臨床検査部門の概要

１．臨床検査部門と病理診断部門は別々である。

２．臨床検査部門と病理診断部門は同一部門にまとめられている。

高度の医療の提供の実績

施　設　基　準　等　の　種　類 施　設　基　準　等　の　種　類

　・腹腔鏡下広汎子宮全摘術 　・

　・

　・腹腔鏡下傍大動脈リンパ節郭清術

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・ 　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・ 　・

(注) 1　特定機能病院の名称の承認申請の場合には、必ずしも記入しなくともよいこと。
(注) 2　「施設基準等の種類」欄には、特定機能病院の名称の承認申請又は業務報告を行う３年前の４月以降に、診療報酬の算定
方法(平成二○年厚生労働省告示第五九号)に先進医療（当該病院において提供していたものに限る。）から採り入れられた医療技
術について記入すること。

臨床検査及び病理診断を実施する部門の状況

　・

　・

　・

(注） 　「症例検討会の開催頻度」及び「剖検の状況」欄には、前年度の実績を記入すること。

臨床部門が病理診断部門或いは臨床検査部門と開催
した症例検討会の開催頻度

1か月に15回

剖　検　の　状　況

　・

　・

剖検症例数　　　　　41　例　　　／　　剖検率      　　15.0　%

（様式第2）



様式第３－１ 【新規】

1  研究費補助等の実績

金   額

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委
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委 小計　30件
遺伝性不整脈の新規原因遺伝子の同定と不整脈発症
機序の解明および有効治療薬の決定 林　研至 附属病院 1,460,000

日本学術
振興会

潰瘍性大腸炎における移植便中細菌の定着に関わる
免疫機構の研究 北村　和哉 附属病院 1,200,000

日本学術
振興会

CD271陽性細胞の血管リモデリング制御機能の解析 高島　伸一郎 附属病院 1,200,000
日本学術
振興会

マクロファージ活性化症候群の病態解明とIL-18を標的
とした新規治療法の確立 清水　正樹 附属病院 1,200,000

日本学術
振興会

発癌と炎症を促進するEnterococcus属を取り巻く腸内
環境の解明 飯田　宗穂 附属病院 900,000

日本学術
振興会

癌幹細胞により制御される肝癌間質細胞社会の解明 山下　太郎 附属病院 3,900,000
日本学術
振興会

ウエアラブルセンサーを用いた思春期うつ状態の早期
発見 小野　靖樹 附属病院 300,000

日本学術
振興会

末梢血白血球遺伝子情報に基づく慢性腎臓病におけ
る睡眠覚醒障害の検討 北島　信治 附属病院 900,000

日本学術
振興会

統合失調症の急性期におけるオープンダイアローグを
用いた介入について 金田　礼三 附属病院 750,000

日本学術
振興会

極低出生体重児における神経発達障害と脳内ネット
ワークの関連 三谷　裕介 附属病院 1,100,000

日本学術
振興会

自己の腹膜を利用した腹膜メッシュによる消化管再建
の基礎的研究 森山　秀樹 附属病院 800,000

日本学術
振興会

口腔癌の高浸潤性獲得メカニズムと微小管の関連解析 北原　寛子 附属病院 600,000
日本学術
振興会

膝蓋大腿関節症モデルラットの確立と力学的負荷がも
たらす病理組織学的変化 高橋　郁文 附属病院 250,000

日本学術
振興会

リンパ管奇形に対する漢方薬による制御メカニズムの解
明 小川　恵子 附属病院 750,000

日本学術
振興会

心停止後症候群モデルにおけるケミカルシャペロンの
効果 岡島　正樹 附属病院 700,000

日本学術
振興会

微弱磁場冷却装置を使用した新しい移植腎保存法の
基礎的研究 木村　圭一 附属病院 730,000

日本学術
振興会

乳癌患者におけるタモキシフェン投与の子宮内膜着床
能に及ぼす影響と作用機序の解析 山崎　玲奈 附属病院 600,000

日本学術
振興会

肝細胞癌の分子・遺伝子的亜分類に基づいた
radiogenomics 北尾　梓 附属病院 700,000

日本学術
振興会

大腸癌における循環腫瘍DNAを用いたEGFR抗体薬耐
性の検出と個別化治療への応用 中村　慶史 附属病院 600,000

日本学術
振興会

PUVA処理した制御性樹状細胞の更なる免疫抑制増
強の試み：新たなGVHD治療戦略 前馬　秀昭 附属病院 1,600,000

日本学術
振興会

新規PETトレーサF18-FDSを用いた腎PET画像診断法
の確立 若林　大志 附属病院 1,200,000

日本学術
振興会

モデルマウスを用いた硬膜移植による脳βアミロイドー
シスの個体間伝播についての研究 濱口　毅 附属病院 1,000,000

日本学術
振興会

自己免疫性造血不全におけるdel(13q)クローン活性化
機序の解明 石山　謙 附属病院 1,300,000

日本学術
振興会

アポトーシス抵抗性に起因する変異型選択的EGFR-
TKI耐性克服治療の開発 竹内　伸司 附属病院 1,300,000

日本学術
振興会

細胞骨格依存性シグナルの腎線維化にはたす意義 坂井　宣彦 附属病院 1,200,000
日本学術
振興会

膵癌における早期エピゲノム診断を目指したマイクロ
RNA発現異常領域の同定 大坪　公士郎 附属病院 600,000

日本学術
振興会

呼気凝縮液を用いた慢性咳嗽の診断法の確立，病態
評価，難治化因子の解明 原　丈介 附属病院 1,050,000

日本学術
振興会

唾液ならびに口腔内細菌叢解析に基づく腎臓病の病
態評価とバイオマーカー開発 中出　祐介 附属病院 1,200,000

日本学術
振興会

環境及び併存疾患がIgG4関連疾患の発症進展に与え
る影響 藤井　博 附属病院 900,000

日本学術
振興会

高度の医療技術の開発及び評価を行う能力を有することを証する書類

研 究 課 題 名 研 究 者 氏 名 所  属  部  門
補助元又は委託

元

内因性免疫による頭頸部ウイルス発癌における内分泌
撹乱物質の関与と新規治療法の開発 近藤　悟 附属病院 1,800,000

日本学術
振興会

（様式第3）
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委 小計　30件
機会学習を用いた術中MEPモニタリング施行症例にお
ける術後麻痺予測のモデルの構築 油野　岳夫 附属病院 340,000

日本学術
振興会

大腸癌における腫瘍関連マクロファージの発現解析と
治療への応用 稲垣　聡子 附属病院 600,000

日本学術
振興会

唾液中のシクロホスファミド濃度と口腔粘膜の関連性に
ついての検討 志村　裕介 附属病院 540,000

日本学術
振興会

がん微小環境における線維芽細胞の細胞老化を介し
た腫瘍制御に関する基礎的研究 岡本　浩一 附属病院 1,100,000

日本学術
振興会

難治疾患の肝VODにおけるTMA病態関与の解明と新
規治療法の開発 中沼　伸一 附属病院 800,000

日本学術
振興会

便細菌叢移植による腸内細菌叢の変化 岡藤　啓史 附属病院 1,400,000
日本学術
振興会

児童青年期の強迫性障害に対する家族介入を伴う認
知行動療法の有効性の検討 紺谷　恵子 附属病院 600,000

日本学術
振興会

顎関節症滑膜炎誘導機構の解明 小林　一彦 附属病院 1,600,000
日本学術
振興会

がん抑制遺伝子HNF-4αの再活性化による肝がん分
化誘導療法の研究 山下　太郎 附属病院 2,400,000

日本学術
振興会

Laeverinを指標とした胎児・胎盤循環幹細胞の機能解
析 松本　多圭夫 附属病院 1,700,000

日本学術
振興会

発達期聴覚中枢におけるミクログリアに焦点をあてた自
閉症モデルマウスの解析 野田　昌生 附属病院 1,000,000

日本学術
振興会

マウス胎盤形成時の脱落膜に出現する新規の
GFAP/S100β陽性細胞の機能解析 鏡　京介 附属病院 1,700,000

日本学術
振興会

凝固系カスケードを利用した卵巣癌細胞集塊の腹膜播
種戦略機序の解明 松岡　歩 附属病院 1,300,000

日本学術
振興会

変動磁場冷却保存装置による大動物の零度以下心臓
保存法の研究 加藤　寛城 附属病院 1,100,000

日本学術
振興会

くも膜下出血後 EBI と小胞体ストレス応答 UPR の関連
についての検討 吉川　陽文 附属病院 1,800,000

日本学術
振興会

エリート脂肪幹細胞を用いた新規micro RNAの同定と
血管新生療法への応用 井上　己音 附属病院 700,000

日本学術
振興会

癌転移における好中球細胞外トラップ(NETs)の機能解
析 岡崎　充善 附属病院 1,200,000

日本学術
振興会

有限要素法シミュレーションによるEVAR術後の長期的
影響に関する流体力学的解明 濱口　隆史 附属病院 600,000

日本学術
振興会

光音響イメージングを用いた脳組織酸素飽和度画像化
による脳虚血予測への応用 出雲崎　晃 附属病院 900,000

日本学術
振興会

腫瘍免疫における制御性B細胞の役割および作用機
序についての解析 小林　忠弘 附属病院 1,400,000

日本学術
振興会

世界最速の高速原子間力顕微鏡によるAβ凝集体の
形成過程の解明 中野　博人 附属病院 1,600,000

日本学術
振興会

進行性下顎頭吸収の病態と発症原因の解明 大井　一浩 附属病院 1,180,000
日本学術
振興会

医師養成課程における臨床実習後客観的臨床能力試
験の信頼性向上に関する研究 野村　英樹 附属病院 70,000

日本学術
振興会

多孔質足場とフローダイバーターによる動脈瘤の血栓
化および開口部新生内膜の誘導実験 内山　尚之 附属病院 450,000

日本学術
振興会

骨肉腫幹細胞モデルにおけるmiR-34aの役割と治療
ターゲットの可能性の解析 武内　章彦 附属病院 1,350,000

日本学術
振興会

内胸動脈周囲組織がグラフト血管内皮機能に与える影
響に関する研究 飯野　賢治 附属病院 700,000

日本学術
振興会

人工呼吸中の患者とのコミュニケーション方法と精神ス
トレス指標の確立 佐藤　康次 附属病院 1,250,000

日本学術
振興会

難治性再生不良性貧血におけるトロンボポエチン受容
体作動薬の効果反応予測因子の同定 山崎　宏人 附属病院 1,200,000

日本学術
振興会

MRSAの網羅的遺伝子情報を基としたバイオフィルム形
成過程の病態解明 岩田　恭宜 附属病院 1,200,000

日本学術
振興会

IgG4関連腎臓病への自然免疫の関わりの解明と新規
治療ターゲットの探索 伊藤　清亮 附属病院 600,000

日本学術
振興会
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委 小計　30件
肺動脈性肺高血圧症におけるNGFR陽性細胞の機能
的解析 五天　千明 附属病院 1,100,000

日本学術
振興会

単一細胞解析を用いた脂肪肝炎関連肝癌における抗
腫瘍免疫の解明 北原　征明 附属病院 2,000,000

日本学術
振興会

家族性高コレステロール血症におけるiPS細胞由来肝
細胞の細胞移植治療に関する検討 岡田　寛史 附属病院 1,100,000

日本学術
振興会

MRIを用いた新しい肝線維化評価法の確立 小野田　農 附属病院 1,800,000
日本学術
振興会

小児がん治療の致死的合併症である肝中心静脈閉塞
症候群の病態解明と新規治療法の開発 酒井　清祥 附属病院 800,000

日本学術
振興会

睡眠時無呼吸症候群患者における持続陽圧呼吸療法
の交感神経活動抑制効果に関する検討 濱岡　卓人 附属病院 2,300,000

日本学術
振興会

プロトン磁気共鳴分光法による肝腫瘍のイソクエン酸デ
ヒドロゲナーゼ変異の網羅的検討 油野　裕之 附属病院 1,500,000

日本学術
振興会

力学的尺度で痙縮を評価する試みと、その計測装置開
発のための研究 八幡　徹太郎 附属病院 400,000

日本学術
振興会

低線量X線動画イメージングによる新しい肺機能診断
法の創出と臨床応用 田村　昌也 附属病院 350,000

日本学術
振興会

頭頸部癌に対する癌代謝制御に基づく革新的治療技
術の確立 遠藤　一平 附属病院 800,000

日本学術
振興会

PAX2ヘテロ遺伝子異常から読み解く内耳発生機構 杉本　寿史 附属病院 700,000
日本学術
振興会

概日リズムによる子宮収縮制御機構に着目した産婦人
科疾患予防法の探索 小野　政徳 附属病院 500,000

日本学術
振興会

凝固系をターゲットとした卵巣癌腹膜播種機序の解明
と治療戦略に関する基礎的研究 水本　泰成 附属病院 1,300,000

日本学術
振興会

ジデルペンによる前立腺癌進展制御機構の解明と新規
化合物の開発 泉　浩二 附属病院 1,350,000

日本学術
振興会

ARシグナルの遮断によって活性化する前立腺癌増悪
因子の探索と転移指向性の解明 野原　隆弘 附属病院 100,000

日本学術
振興会

広範囲脊椎固定におけるインプラント緩み抑制のため
の新たな生体材料・固定方法の模索 出村　諭 附属病院 1,000,000

日本学術
振興会

Y染色体微小重複が男性不妊症に与える影響－Y染色
体は微小欠失だけではない－ 飯島　将司 附属病院 1,000,000

日本学術
振興会

ラットHUSモデルにおける新たな治療法の検討 栗田　昭英 附属病院 1,100,000
日本学術
振興会

D I Cにおける病型別の炎症と凝固の相互作用と血管
作動性物質の意義 朝倉　英策 附属病院 1,300,000

日本学術
振興会

サイトカイン産生B細胞の制御による強皮症の新規治療
法の開発 松下　貴史 附属病院 2,000,000

日本学術
振興会

胃癌腹膜播種における脂質代謝変容の解明と標的治
療への応用 木下　淳 附属病院 1,100,000

日本学術
振興会

ヒト心筋生検検体を用いたRNA-Seqによる心臓サルコイ
ドーシスの病態解明 吉田　昌平 附属病院 800,000

日本学術
振興会

網羅的遺伝子解析によるリポ蛋白(a)代謝新規関連分
子の探索とその機能解析 多田　隼人 附属病院 1,200,000

日本学術
振興会

新生児ヘモクロマトーシスの原因となるアロ抗体の同定
と病態発症機序の解明 谷内江　昭宏 附属病院 1,500,000

日本学術
振興会

CD271陽性エリート細胞を標的とした肺高血圧症に対
する新規治療開発 薄井　荘一郎 附属病院 1,300,000

日本学術
振興会

脳アミロイドアンギオパチー関連炎症動物モデルの作
成と病態解析 坂井　健二 附属病院 800,000

日本学術
振興会

分化型甲状腺癌に対する放射性ヨウ素内用療法の超
早期治療効果予測 萱野　大樹 附属病院 1,100,000

日本学術
振興会

血中遊離DNA遺伝子変異プロファイルを用いたがん患
者モニタリング法の確立 木村　英晴 附属病院 1,100,000

日本学術
振興会

エンベロープ改変レンチウイルスを用いた新規遺伝子
治療前臨床試験モデルの樹立 伊川　泰広 附属病院 1,700,000

日本学術
振興会

加齢による薬物体内動態の個人間変動予測の新機軸 崔　吉道 附属病院 500,000
日本学術
振興会
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委 小計　30件
再発転移性頭頸部扁平上皮癌の微小環境での免疫抑
制機構の解明と制御 小林　泰 附属病院 1,100,000

日本学術
振興会

糖尿病による骨癒合遅延を解消する挑戦的治療の開
発 松原　秀憲 附属病院 1,300,000

日本学術
振興会

マクロファージ活性化症候群の新規治療を目指した網
羅的免疫学的解析 井上　なつみ 附属病院 1,600,000

日本学術
振興会

MMPsを介したヒト頭頸部扁平上皮癌の微小環境にお
けるPD-L1の調節機構 宮澤　真優子 附属病院 1,100,000

日本学術
振興会

化学療法誘発性末梢神経障害におけるグリア細胞を介
した病態を解明し治療へと展開する 川上　正晃 附属病院 1,500,000

日本学術
振興会

将来を予見する地域脳健診での認知症と口腔機能の
関連解析 石宮　舞 附属病院 1,600,000

日本学術
振興会

肝腫瘍画像診断の標準化法における病理組織学的根
拠の確立とテクスチャ解析の応用 五十嵐　紗耶 附属病院 700,000

日本学術
振興会

頭頸部癌血中循環腫瘍細胞の基礎的検討 上野　貴雄 附属病院 900,000
日本学術
振興会

上咽頭癌腫瘍微小環境におけるエクソソームを介した
免疫寛容機構の解明 阿河　光治 附属病院 900,000

日本学術
振興会

EBウイルス関連microRNAによる上咽頭癌治療後の予
後推定法の開発 青木　由宇 附属病院 1,900,000

日本学術
振興会

上咽頭癌におけるSemaphorin3Aの関与と治療への応
用 加瀬　希奈 附属病院 1,900,000

日本学術
振興会

子宮体癌自然発症マウスを用いた時計遺伝子異常に
よる癌発生と進展誘導機構の解析 中出　恭平 附属病院 1,600,000

日本学術
振興会

p53とFoxp4発現を指標とした子宮体部類内膜癌の新し
い術前悪性度診断法の開発 折坂　俊介 附属病院 1,600,000

日本学術
振興会

破骨細胞に影響を与える骨肉腫細胞由来エクソソーム
内分子の解明 荒木　麗博 附属病院 900,000

日本学術
振興会

前立腺癌リンパ節転移内の免疫環境による転移促進機
構の解明 八重樫　洋 附属病院 1,600,000

日本学術
振興会

自家海綿骨と自家脂肪由来再生細胞の併用による骨
癒合促進の試み 濱田　知 附属病院 1,600,000

日本学術
振興会

立位MRI・動態超音波評価を用いた早期変形性膝関
節症に対する新しい評価方法の開発 下崎　研吾 附属病院 2,400,000

日本学術
振興会

大型脳動脈瘤に対するフローダイバーターを用いた新
規治療プロトコールの提唱 南部　育 附属病院 1,300,000

日本学術
振興会

CD38 によるくも膜下出血後の予後改善に関する検討 中尾　庸人 附属病院 1,200,000
日本学術
振興会

心肺停止後症候群の予後における脳障害の経時的炎
症病態と多元的評価 中村　美穂 附属病院 1,400,000

日本学術
振興会

悪性神経膠腫におけるエクソソーム内WT1のSUMO化
による作用の解析 木村　亮堅 附属病院 1,800,000

日本学術
振興会

微弱電磁場と不凍糖タンパクを用いた低温心保存法 鷹合　真太郎 附属病院 800,000
日本学術
振興会

ブタモデルにおけるビタミンB2ワンショット肺マーキング
法の確立 齋藤　大輔 附属病院 1,400,000

日本学術
振興会

糖尿病関連ヘパトカイン発現のマスターレギュレーター
の同定とその機能解析 金森　岳広 附属病院 1,300,000

日本学術
振興会

機能性副腎腫瘍のゲノム・エピゲノム解析とAIによる新
規診断法の確立 米谷　充弘 附属病院 2,100,000

日本学術
振興会

モデルマウスを用いたIgG4関連動脈/後腹膜疾患特異
的病態の解明と治療法の確立 水島　伊知郎 附属病院 600,000

日本学術
振興会

ステロイドメタボロミクス解析による生活習慣病発症バイ
オマーカーの探索的研究 唐島　成宙 附属病院 2,300,000

日本学術
振興会

強皮症線維化モデルマウスにおけるFcγレセプターIIB
の役割の検討 澤田　香織 附属病院 600,000

日本学術
振興会

HLA-B*54:01陽性造血不全患者における免疫病態の
解明 細川　晃平 附属病院 2,100,000

日本学術
振興会

乾癬の病態における制御性B細胞の役割の解明 水牧　貴恵 附属病院 1,200,000
日本学術
振興会
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委 小計　30件
血小板の上皮化促進作用に対する子宮体癌の不応性
獲得機序の解明とその責任分子の同定 明星須晴 医学系 250,000

日本学術
振興会

免疫沈降法による膠原病患者血清中の自己抗体の同
定と臨床的特徴の検討 濱口儒人 医学系 700,000

日本学術
振興会

骨組織におけるインスリン・IGF1シグナル抵抗性とセレ
ノプロテインPの関係 石井清朗

医薬保健学総合
研究科

1,400,000
日本学術
振興会

肝がんのがんエコシステム解析に基づく新規治療標的
分子探索 山下竜也

先進予防医学研
究センター

850,000
日本学術
振興会

家族性高コレステロール血症網羅的遺伝子解析スキー
ムの樹立 山岸正和 医学系 500,000

日本学術
振興会

重症筋無力症の病態における免疫チェックポイント分
子の関与と新たな治療薬への応用 岩佐和夫 医学系 1,100,000

日本学術
振興会

DOCK11ノックダウンによりcccDNA排除の新規抗HBV
治療応用への基礎研究 李影奕 医学系 1,100,000

日本学術
振興会

眼圧日内変動リズムにおける発振メカニズムの解明 杉山和久 医学系 800,000
日本学術
振興会

患者B細胞を用いたモノクローナル抗体作製とその臨
床応用 高松博幸 医学系 1,200,000

日本学術
振興会

新規末梢血癌細胞検出法を応用した泌尿器癌転移に
関するバイオマーカーの開発 北川育秀 医学系 500,000

日本学術
振興会

免疫チェックポイントを標的とした去勢抵抗性前立腺癌
に対する複合がん免疫療法の構築 小中弘之 医学系 250,000

日本学術
振興会

放射線照射が脊椎転移の局所進展様式に与える影響
－特に硬膜バリア機構に着目して－ 村上英樹 医学系 700,000

日本学術
振興会

骨軟部腫瘍切除後欠損に対する脂肪由来幹細胞再生
医療の新たなアプローチ 林克洋

医薬保健学総合
研究科

1,100,000
日本学術
振興会

Notchシグナルの核内転写因子RBP-Jk抑制によるグリ
オーマ幹細胞の制御 田中慎吾 医学系 600,000

日本学術
振興会

次世代覚醒下脳手術を応用した共感性ネットワークの
解明と温存 木下雅史 医学系 500,000

日本学術
振興会

心筋梗塞後の病態変化と左室リモデリング予測に関す
る継時的生体分子イメージング研究 瀧淳一 医学系 1,000,000

日本学術
振興会

肝腫瘍に対する局所ならびに肝動脈内免疫賦活因子
注入による抗腫瘍効果についての研究 蒲田敏文 医学系 1,100,000

日本学術
振興会

CIK細胞と培養肥満細胞を併用し人為的抗腫瘍効果を
増強させた造血幹細胞移植の開発 荒木来太 医学系 1,500,000

日本学術
振興会

全身性強皮症におけるEffector B細胞の役割について
の検討 竹原和彦 医学系 550,000

日本学術
振興会

肺癌におけるMet遺伝子を標的とした個別化療法の確
立 笠原寿郎 医学系 1,100,000

日本学術
振興会

地域高齢者におけるプレクリニカルCAAに関する前向
き縦断研究 篠原もえ子

医薬保健学総合
研究科

400,000
日本学術
振興会

慢性肝疾患の生体から獲得される脂肪組織由来間葉
系幹細胞の肝修復再生能解析 酒井佳夫 医学系 1,000,000

日本学術
振興会

B型肝炎ウイルスが引き起こす肝組織構成細胞の変化
と癌化の解明 川口和紀 医学系 800,000

日本学術
振興会

Wnt/β-catenin経路を介した分子標的治療の開発と
抗腫瘍メカニズムの解明 山本憲男

医薬保健学総合
研究科

1,100,000
日本学術
振興会

脂肪由来幹細胞の細胞シートによる末梢神経の再生に
関する研究 多田薫 医学系 600,000

日本学術
振興会

肝細胞癌悪性性質獲得に寄与するBMP9分子機構の
解明と新規治療法の開発 丹尾　幸樹 附属病院 1,200,000

日本学術
振興会

心房細動における心腎連関の機序解明 加藤　武史 附属病院 1,000,000
日本学術
振興会

チーム医療による生活指導効果のビッグデータ解析 小倉　央行 附属病院 1,100,000
日本学術
振興会

子宮体部類内膜癌に対するFoxp4転写因子の増悪化
誘導作用の検証とその機序の解明 小幡　武司 附属病院 1,900,000

日本学術
振興会

尿細管障害におけるRAGE分子種の機能的役割 宮川　太郎 附属病院 1,100,000
日本学術
振興会
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委 小計　30件
腎血流と腎酸素飽和度の画像評価による造影剤腎症
の病態解明と経動脈的治療法の開発 奥村健一朗 医学系 1,600,000

日本学術
振興会

PETを用いたウェイトリフティング競技における全身骨
格筋活動の検索 高田泰史 医学系 1,200,000

日本学術
振興会

三次元解析による精子形成障害メカニズムの解明 仲田浩規 医学系 2,100,000
日本学術
振興会

咽頭上皮におけるEBウイルスによるオートファジー誘導
の生物学的意義の解明 石川和也 医学系 1,000,000

日本学術
振興会

高転移性高浸潤性口腔癌の微小環境での腫瘍免疫調
節機構の解明 平井真理子 医学系 1,600,000

日本学術
振興会

男性尿路ヒトパピローマウィルス感染の自然史の解明 中嶋一史 医学系 1,300,000
日本学術
振興会

感染によるAPOBEC発現を介した遺伝子変異誘導と
CIN進行機構の解明 飯塚崇 医学系 1,700,000

日本学術
振興会

ヘパトカインセレノプロテインPによる適応熱産生障害機
構の解明 高山浩昭 医学系 1,000,000

日本学術
振興会

オリジナルの脂肪由来幹細胞シートを用いた骨欠損再
建法の開発 宇賀治修平 医学系 1,400,000

日本学術
振興会

新規骨髄由来線維化誘導細胞を介したANCA関連血
管炎における臓器線維化機序の解明 相良明宏 医学系 1,500,000

日本学術
振興会

皮膚虚血再灌流障害モデルにおけるサイトカインの役
割の研究 前田進太郎 医学系 1,000,000

日本学術
振興会

腸管虚血再灌流における腸管組織酸素飽和度の画像
化と予後予測への応用 小森隆弘 医学系 800,000

日本学術
振興会

抗原特異的T細胞受容体を用いた肝癌治療に関する
検討 玉井利克 医学系 1,100,000

日本学術
振興会

新規ミトコンドリア関連分子USMG5が拡張型心筋症の
発症進展に与える機序の解明 永田庸二 医学系 800,000

日本学術
振興会

自閉スペクトラム症児における対話活動中の脳内ダイ
ナミズム：母親と他者との比較研究 長谷川千秋

子どものこころの
発達研究センター

1,100,000
日本学術
振興会

胚シグナルに対する免疫応答異常を共通の病因とする
新しい疾患群の同定と解析 藤原浩 医学系 300,000

日本学術
振興会

肝細胞癌に対する腫瘍局所の抗腫瘍免疫反応の意義
の解明 寺島健志

先進予防医学研
究センター

1,300,000
日本学術
振興会

高次脳機能局在に基づく右前頭葉腫瘍に対する摘出
限界策定の試み 中田光俊 医学系 2,000,000

日本学術
振興会

脳神経外科手術による続発性脳アミロイドアンギオパ
チー 山田正仁 医学系 1,500,000

日本学術
振興会

頭頸部癌末梢循環腫瘍細胞の量的質的解析を目的と
した捕捉チップ開発に関する研究 吉崎智一 医学系 1,400,000

日本学術
振興会

肝臓-骨格筋連関を標的とした運動効果増強薬の開発 篁俊成 医学系 1,600,000
日本学術
振興会

新しい角膜内皮移植術（DMEK）の合併症の克服と術
後角膜の生体組織学的特長の解析 小林顕 医学系 1,400,000

日本学術
振興会

高齢者院外心停止の蘇生処置不要の事前指示を救急
現場で受け入れる根拠の作成 舟田晃 医学系 1,300,000

日本学術
振興会

連続肝生検組織を用いた非アルコール性脂肪性肝疾
患の病理進展因子の同定 竹下有美枝 医学系 1,700,000

日本学術
振興会

生体内分子イメージングによる肉腫進展機序の解明 土屋弘行 医学系 700,000
日本学術
振興会

テクスチャ解析によるビッグデータを用いたMRIによる
前立腺癌診断能の向上 吉田耕太郎 医学系 1,100,000

日本学術
振興会

網羅的遺伝子解析技術を用いた家族性高コレステロー
ル血症の遺伝子診断 川尻剛照 医学系 1,300,000

日本学術
振興会

社会的相互作用や生活環境が、子どもの認知機能や
社会能力に与える影響 齋藤大輔

子どものこころの
発達研究センター

1,500,000
日本学術
振興会

IVRとナノメディシンの併用によるがんターゲティングお
よび微小環境の制御 香田渉 医学系 1,100,000

日本学術
振興会

院外心停止に対する高齢化社会に適した現場蘇生中
止基準の開発に関する研究 後藤由和 医学系 900,000

日本学術
振興会
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委 小計　30件
再生不良性貧血におけるHLAクラスIアレル拘束性自
己抗原の同定 中尾眞二 医学系 5,770,000

日本学術
振興会

統合失調症の抑制性介在ニューロン変化へのμ型オ
ピオイド受容体の関与 橋本隆紀 医学系 4,000,000

日本学術
振興会

高リスク化学療法不応性神経芽腫に対する新治療戦略
の開発 絹谷清剛 医学系 3,000,000

日本学術
振興会

悪性神経膠腫由来のエクソソームを介したミクログリア
による微小環境整備の解明 中田光俊 医学系 3,700,000

日本学術
振興会

キラルアミノ酸による糖尿病性腎症の病態解明と新規
バイオマーカー開発 和田隆志 医学系 2,000,000

日本学術
振興会

Epstein-Barrウイルスによる細胞老化関連分泌形質誘
導機構の解明 脇坂尚宏 医学系 2,800,000

日本学術
振興会

肝細胞癌におけるネオアンチゲンの同定と遺伝子改変
T細胞による免疫療法の開発 水腰英四郎 医学系 3,200,000

日本学術
振興会

前立腺癌微小環境内での細胞間クロストークをターゲッ
トとした革新的治療薬の開発 溝上敦 医学系 2,650,000

日本学術
振興会

免疫系を介した胚着床誘導機構の解明－胚シグナル
の同定と機能解析－ 藤原浩 医学系 700,000

日本学術
振興会

統合失調症における免疫炎症過程亢進と大脳皮質
ニューロンの変化 三辺義雄

子どものこころの
発達研究センター

3,100,000
日本学術
振興会

自閉スペクトラム症幼児の症状多様性に対応する生物
学的指標の検討 菊知充 医学系 3,000,000

日本学術
振興会

Aβ凝集体の個体間伝播とその防御に関する研究 山田正仁 医学系 1,310,000
日本学術
振興会

酸化・還元バランスの破綻による糖尿病病態形成機構
の解明 篁俊成 医学系 2,500,000

日本学術
振興会

上咽頭癌発癌ならびに多様性獲得分子機構の解析と
新規治療法の開発 吉崎智一 医学系 3,900,000

日本学術
振興会

嗜好食品による抗老化作用と認知機能促進の分子基
盤及び機能的形態学的機序の解明 杉本直俊 医学系 1,650,000

日本学術
振興会

肝硬変における炎症細胞社会の解明 金子周一 医学系 13,800,000
日本学術
振興会

進行性腎障害における慢性炎症の意義とそれに立脚し
た分子予防学の構築 和田隆志 医学系 11,100,000

日本学術
振興会

高骨親和性新規プラチナ製剤を用いたシスプラチン抵
抗性難治性骨肉腫の新規治療開発 五十嵐健太郎

医薬保健学総合
研究科

1,100,000
日本学術
振興会

iPS細胞由来間葉系幹細胞の免疫修飾作用を用いた
炎症性腸疾患の治療効果と機序解明 関晃裕 医学系 800,000

日本学術
振興会

軟骨分化誘導させた脂肪由来幹細胞シートによる変形
性膝関節症の軟骨再生 上野琢郎 医学系 800,000

日本学術
振興会

光干渉断層計をもちいた前視野緑内障の早期発見に
ついての研究 竹本大輔 医学系 700,000

日本学術
振興会

エクソソームを介した神経膠腫における環境整備機構
の解明と新規治療の開発 筒井泰史 医学系 1,900,000

日本学術
振興会

悪性神経膠腫のアクアポリン１発現意義の解明と機能
制御による新規治療への応用 大石正博 医学系 1,700,000

日本学術
振興会

胃癌腹膜播種における腹腔内微小環境の免疫担当細
胞の役割と機能解析 山口貴久 医学系 700,000

日本学術
振興会

グラファイトシートを弁尖に用いた大動脈弁再建術に関
する基礎研究 山本宜孝 医学系 2,400,000

日本学術
振興会

多発性筋炎モデルマウスに対するSelectin阻害剤の治
療効果の検討 大石京介 医学系 1,300,000

日本学術
振興会

EBV関連リンパ増殖性疾患発症とKIRの関連 岩城憲子 医学系 1,600,000
日本学術
振興会

肝線維化を伴う肝発がん・再発の新規治療標的因子の
機能解析 岡田光

医薬保健学総合
研究科

1,900,000
日本学術
振興会

Integrinを標的とした糸球体硬化進展の新規機序解明
と特異的治療の開発 原怜史 医学系 700,000

日本学術
振興会

腸内細菌･ウイルス叢の変化と糖尿病･高血圧･NASH改
善との関連性の経時的評価 林智之

先進予防医学研
究科

1,200,000
日本学術
振興会
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委 小計　30件
生後早期の母子関係を評価する新規バイオマーカー
の開発 -発達障害回避を目指して- 毎田　佳子 保健学系 2,050,000

日本学術
振興会

糖尿病および加齢による線維化が関節構成体に及ぼ
す影響 松崎　太郎 保健学系 1,600,000

日本学術
振興会

放射線治療における変形画像照合技術を用いた線量
合算精度の評価手法確立 武村　哲浩 保健学系 1,150,000

日本学術
振興会

胸部・腰部・骨盤の３次元変位装置を用いた介助動作
解析 柴田　克之 保健学系 1,800,000

日本学術
振興会

行動柔軟性における大脳基底核と小脳の連関に関す
るリハビリテーション技術の基礎研究 米田　貢 保健学系 1,200,000

日本学術
振興会

末梢動脈疾患ハイリスク患者への振動ケアがもたらす
重症虚血肢移行遷延効果の検討 大桑　麻由美 保健学系 1,670,000

日本学術
振興会

手の運動調節能と上肢パフォーマンス能力及び筋活動
の関連性に関する研究 西村　誠次 保健学系 2,450,000

日本学術
振興会

周産期女性のウェルネスケアシステム構築と血中ストレ
ス関連物質量に基づく効果の検証 鏡（関塚）　真美 保健学系 565,000

日本学術
振興会

臨床用グリンファティックMRIの開発 宮地　利明 保健学系 980,000
日本学術
振興会

プロテインS/Mer受容体型チロシンキナーゼによる妊娠
維持機構の解明 關谷　暁子 保健学系 1,070,000

日本学術
振興会

乳児の泣きに着目した育児支援プログラムの効果検証 田淵　紀子 保健学系 385,000
日本学術
振興会

CT撮影における多段階線量評価法の開発と評価 松原　孝祐 保健学系 650,000
日本学術
振興会

副作用が懸念される薬物の腎尿細管分泌機序の解明
と新規腎機能核医学画像測定法の開発 小林　正和 保健学系 650,000

日本学術
振興会

ヘムオキシゲナーゼー１が造血幹細胞移植後治療成
績におよぼす効果と新規治療戦略 森下　英理子 保健学系 1,000,000

日本学術
振興会

進行肝臓病患者に対するMRIを用いた早期肝細胞癌
スクリーニング手技の確立 小林　聡 保健学系 900,000

日本学術
振興会

IgG4関連血管病変の進展・予後因子の解明 笠島　里美 保健学系 300,000
日本学術
振興会

ウロコ骨折モデルによる破骨細胞産生新規カップリング
因子の同定と分泌時相の解明 北村　敬一郎 保健学系 1,400,000

日本学術
振興会

デュアルエネルギーCTのエネルギー領域に対応した
人体組織等価ファントム物質の開発 市川　勝弘 保健学系 800,000

日本学術
振興会

拡散・造影MRIとディープラーニングを併用したスー
パーハイブリッド乳癌悪性度解析 川島　博子 保健学系 450,000

日本学術
振興会

心電図同期心筋ＳＰＥＣＴ画像の精度管理を目的とした
三次元心臓動態ファントムの開発 小野口　昌久 保健学系 700,000

日本学術
振興会

肥大型心筋症および類縁疾患の発症・進展・予後に関
する分子遺伝疫学的研究 藤野　陽 保健学系 390,000

日本学術
振興会

急性相反応物質としてのFactor XIII-Aの活性化と創傷
治癒機構の作動 杉谷　加代 保健学系 900,000

日本学術
振興会

iPS細胞由来ヒト造血幹細胞を用いた自己免疫性造血
不全の発症機序の解明 片桐　孝和 保健学系 1,200,000

日本学術
振興会

低線量Ｘ線動画イメージングによる肺機能診断法の開
発 田中　利恵 保健学系 900,000

日本学術
振興会

膠原病患者の運動中の心機能応答についての縦断的
研究 染矢　富士子 保健学系 500,000

日本学術
振興会

高骨親和性新規プラチナ製剤を用いたシスプラチン抵
抗性難治性骨肉腫の新規治療開発 五十嵐健太郎

医薬保健学総合
研究科

612,420
日本学術
振興会

長軸部位を考慮した廃用性筋萎縮予防介入の効果検
証 山崎　俊明 保健学系 600,000

日本学術
振興会

自閉症幼児の母子インタラクション中の神経ネットワー
ク解析による診断指標の確立 長谷川千秋

子どものこころの
発達研究センター

900,000
日本学術
振興会

地域高齢者の認知機能低下に対する趣味および仕事
の影響の性差に関する前向き縦断研究 堀本真以 医学系 540,000

日本学術
振興会

食用油に由来するヒドロキシノネナールが生活習慣病
を惹起する機序 山嶋哲盛 医学系 2,700,000

日本学術
振興会
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委 小計  30件
自己免疫疾患に関する調査研究 清水　正樹 附属病院 500,000

厚生労働
省

自己免疫性出血症治療の「均てん化」のための実態調
査と「総合的」診療指針の作成 朝倉　英策 附属病院 500,000

厚生労働
省

IgG4関連疾患の診断基準並びに診療指針の確立を目
指す研究 川野　充弘 附属病院 600,000

厚生労働
省

肝炎の病態評価指標の開発と肝炎対策への応用に関
する研究 島上　哲朗 附属病院 5,000,000

厚生労働
省

職域等も含めた肝炎ウイルス検査受検率向上と陽性者
の効率的なフォローアップシステムの開発・実用化に向
けた研究

島上　哲朗 附属病院 350,000
厚生労働

省

分子標的薬で肺がんの根治を目指す治療の非臨床研
究基盤の形成 矢野　聖二

がん進展制御研
究所

5,300,000
日本学術
振興会

肝炎ウイルス感染状況の把握及び肝炎ウイルス排除へ
の方策に資する疫学研究 島上　哲朗 附属病院 1,000,000

厚生労働
省

GSK3βによるがん促進的糖代謝特性の解明と制御へ
の応用 堂本　貴寛

がん進展制御研
究所

1,300,000
日本学術
振興会

miR-200sを標的とした肺癌のEMTに起因するTKI耐性
克服治療の開発 福田　康二

がん進展制御研
究所

800,000
日本学術
振興会

NTRK1融合遺伝子陽性腫瘍の分子標的薬耐性の分
子機構解明と克服を目指す基礎研究 西山　明宏

がん進展制御研
究所

1,000,000
日本学術
振興会

ALK融合遺伝子陽性肺癌におけるアポトーシス抵抗性
因子の解明と克服治療の開発 谷本　梓

がん進展制御研
究所

1,100,000
日本学術
振興会

代謝酵素ゲノム編集による食道扁平上皮の易発がん状
態誘発の試み 源　利成

がん進展制御研
究所

2,100,000
日本学術
振興会

ALK肺癌の髄膜癌腫症におけるALK-TKI耐性克服治
療の開発 新井　祥子

がん進展制御研
究所

1,600,000
日本学術
振興会

母子分離の母親のオキシトシンレベルと子どもへの愛
着形成に関する研究 南　香奈 保健学系 200,000

日本学術
振興会

大腸がんの糖代謝改変と細胞核分裂機構を繋ぐ分子
経路の解明とがん制御法開発への応用 源　利成

がん進展制御研
究所

4,500,000
日本学術
振興会

NAFLD/NASH肝組織リン酸化活性プロファイリングと
新規治療標的分子の同定 本多　政夫 保健学系 2,600,000

日本学術
振興会

感情識別機能の術後回復に伴う神経ネットワーク再編
成メカニズムの解明 中嶋　理帆 保健学系 3,600,000

日本学術
振興会

揺動・位相コントラストMRIによる脳腫瘍の頭蓋内環境
の統合解析 大野　直樹 保健学系 10,100,000

日本学術
振興会

母子分離の母親のオキシトシンレベルと子どもへの愛
着形成に関する研究 南　香奈 保健学系 1,100,000

日本学術
振興会

統合失調症患者の予測に基づく認知・運動機能の評
価方法の構築に関する基礎的研究 菊池　ゆひ 保健学系 1,300,000

日本学術
振興会

ポータブルNIRSによる中高年者の後出しボディーじゃ
んけん遂行時の脳活動の検討 武田　千絵 保健学系 2,100,000

日本学術
振興会

RIP-Seq法を用いたRIG-IのRNA decoy探索と核酸医薬
への応用 村居　和寿 保健学系 1,100,000

日本学術
振興会

男性2型糖尿病患者の筋肉のある体つき認識と血糖コ
ントロールに関係する要因の解明 浅田　優也 保健学系 800,000

日本学術
振興会

糖尿病ラットの廃用性筋萎縮回復過程における運動効
果 間所　祥子 保健学系 1,100,000

日本学術
振興会

医薬品個別化適正使用のための薬物代謝酵素活性を
定量測定する新規核医学診断法の確立 水谷　明日香 保健学系 700,000

日本学術
振興会

産後の授乳姿勢が母体の筋力と姿勢アライメントに与
える影響と改善プログラムの開発 小西　佳世乃 保健学系 500,000

日本学術
振興会

小動物SPECT・PET同時測定法における物理現象の解
明と定量評価法の確立 澁谷　孝行 保健学系 800,000

日本学術
振興会

近接ジオメトリ型超高解像度CTの開発 川嶋　広貴 保健学系 500,000
日本学術
振興会

2型糖尿病患者が家族サポート感取・対応力を発揮す
るための患者教育プログラムの開発 堀口　智美 保健学系 500,000

日本学術
振興会

右前頭葉機能の賦活・抑制に関わる新規神経機能ネッ
トワークの解明 中嶋　理帆 保健学系 2,200,000

日本学術
振興会
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委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補 (¥77,757,000) 

委 小計　24件

(¥453,969,420) 

計　294件

(注) 1

2

3

　「研究者氏名」欄は、1つの研究について研究者が複数いる場合には、主たる研究者の氏名を記入す
ること。　「補助元又は委託元」欄は、補助の場合は「補」に、委託の場合は「委」に、○印をつけた上で、補助元
又は委託元を記入すること。

３学会合同「がんゲノムネット」を用いた、国民への「が
んゲノム医療」に関する教育と正しい情報伝達に関する
研究

矢野　聖二
がん進展制御研

究所
300,000

厚生労働
省

　国、地方公共団体又は公益法人から補助金の交付又は委託を受け、当該医療機関に所属する医師等
が申 請の前年度に行った研究のうち、高度の医療技術の開発及び評価に資するものと判断される主な
ものを記入すること。

特発性心筋症に関する調査研究 藤野　陽 保健学系 350,000
厚生労働

省

新規及び既存の放射線診療に対応する放射線防護の
基準策定のための研究 松原　孝祐 保健学系 250,000

厚生労働
省

慢性活動性EBウイルス感染症と類縁疾患の疾患レジス
トリとバイオバンクの構築 和田　泰三 医学系 750,000

厚生労働
省

血液凝固異常症等に関する研究 森下　英理子 保健学系 1,100,000
厚生労働

省

認知症に関する血液・髄液バイオマーカーの適性使用
のための研究 山田　正仁 医学系 300,000

厚生労働
省

原発性免疫不全症候群の診断基準・重症度分類およ
び診療ガイドラインの確立に関する研究 和田　泰三 医学系 1,100,000

厚生労働
省

非癌、慢性炎症性リンパ節・骨髄異常を示すキャッスル
マン病、TAFRO症候群その類縁疾患の診断基準、重
症度分類の改正、診断・治療のガイドラインの策定に関
する調査研究

岩城　憲子 医学系 100,000
厚生労働

省

特発性大腿骨頭壊死症の医療水準及び患者のQOL
向上に関する大規模多施設研究 加畑　多文 医学系 100,000

厚生労働
省

プリオン病のサーベイランスと感染予防に関する調査研
究 山田　正仁 医学系 700,000

厚生労働
省

原発性高脂血症に関する調査研究 川尻　剛照 医学系 200,000
厚生労働

省

特発性造血障害に関する調査研究 中尾　眞二 医学系 500,000
厚生労働

省

アミロイド―シスに関する調査研究 山田　正仁 医学系 200,000
厚生労働

省

難治性腎障害に関する調査研究 和田　隆志 医学系 600,000
厚生労働

省

強皮症・皮膚線維化疾患の診断基準・重症度分類・診
療ガイドラインに関する研究 竹原　和彦 医学系 200,000

厚生労働
省

指定難病の普及・啓発に向けた統合研究 和田　隆志 医学系 27,000,000
厚生労働

省

難治性血管炎に関する調査研究 和田　隆志 医学系 60,000
厚生労働

省

プリオン病及び遅発性ウイルス感染症に関する調査研
究 山田　正仁 医学系 31,347,000

厚生労働
省

地域に応じた肝炎ウイルス診療連携体制構築の立案に
資する研究 金子　周一 医学系 10,750,000

厚生労働
省

脊柱靭帯骨化症に関する調査研究 出村　諭 附属病院 250,000
厚生労働

省

自己炎症性疾患とその類縁疾患の全国診療体制整
備、重症度分類、診療ガイドライン確立に関する研究 谷内江　昭宏 附属病院 500,000

厚生労働
省

小児期遺伝性不整脈疾患の睡眠中突然死予防に関す
る研究 林　研至 附属病院 100,000

厚生労働
省

先天異常症候群領域の指定難病等のQOLの向上を目
指す包括的研究 渡邉　淳 附属病院 800,000

厚生労働
省

原発性高脂血症に関する調査研究 多田　隼人 附属病院 200,000
厚生労働

省

10



様式３－２

2　論文発表等の実績

(1)高度の医療技術の開発及び評価を行うことの評価対象となる論文

番
号

論文種別

1 Original Article

2 Original Article

3 Original Article

4 Review 4件

Sakai Y,
Miyazawa M,
Komura T　他

消化器内科

Distinct chemotherapy-
associated anti-cancer
immunity by myeloid
cells inhibition in
murine pancreatic
cancer models

Cancer Sci 2019
;110(3):903-912.

高度の医療技術の開発及び評価を行う能力を有することを証する書類

発表者氏名
筆頭著者の

特定機能病院における所属
題名

雑誌名・
出版年月等

Sakai Y, Honda
M, Matsui S
他

消化器内科

Development of novel
diagnostic system for
pancreatic cancer,
including early stages,
measuring mRNA of
whole blood cells

Cancer Sci 2019
;110(4):1364-1388.

Iida N,
Mizukoshi E,
Yamashita T
他

消化器内科

Overuse of
antianaerobic drug is
associated with poor
postchemotherapy
prognosis of patients
with hepatocellular
carcinoma

Int J Cancer 2019 Nov
15;145(10):2701-2711.

Mizukoshi E,
Kaneko S.

消化器内科
Telomerase-Targeted
Cancer Immunotherapy

Int J Mol Sci 2019 Apr
12;20(8):1823.

（様式第3）
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5 Original Article

6 Review

7 Original Article

8 Original Article

9 Original Article 5件

消化器内科
Immune cell therapy for
hepatocellular
carcinoma

Terashima T,
Umemoto K,
Takahashi H
他

消化器内科

Germline mutations in
cancer-predisposition
genes in patients with
biliary tract cancer

Oncotarget 2019 Oct
15;10(57):5949-5957.

Terashima T,
Yamashita T,
Toyama T　他

消化器内科

Surrogacy of Time to
Progression for Overall
Survival in Advanced
Hepatocellular
Carcinoma Treated with
Systemic Therapy: A
Systematic Review and
Meta-Analysis of
Randomized Controlled
Trials

Liver Cancer 2019 ;8(2):130-
139.

Mizukoshi E,
Kaneko S.

J Hematol Oncol 2019 May
29;12(1):52.

Seishima J, Iida
N, Kitamura K
他

消化器内科

Gut-derived
Enterococcus faecium
from ulcerative colitis
patients promotes
colitis in a genetically
susceptible mouse host

Genome Biol 2019 Nov
25;20(1):252.

Horii R, Honda
M, Shirasaki T
他

消化器内科

MicroRNA-10a Impairs
Liver Metabolism in
Hepatitis C Virus-
Related Cirrhosis
Through Deregulation
of the Circadian Clock
Gene Brain and Muscle
Aryl Hydrocarbon
Receptor Nuclear
Translocator-Like 1

Hepatol Commun 2019 Sep
26;3(12):1687-1703.

12
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10 Original Article

11 Original Article

12 Original Article

13 Original Article

14 Case report 5件

Jun Tanimura
, Hiromi
Nakagawa   ,
Takeo Tanaka
他

内分泌・代謝内科

The clinical course and
potential underlying
mechanisms of
everolimus-induced
hyperglycemia.

Endocr J 2019 Jul
28;66(7):615-620

Takeda Y 内分泌・代謝内科

Impact of
adrenocorticotropic
hormone stimulation
during adrenal venous
sampling on outcomes
of primary
aldosteronism.

J Hypertens 2019
May;37(5):1077-1082

Azusa
Ohbatake  ,
Kunimasa Yagi
, Shigehiro
Karashima
他

内分泌・代謝内科

C-Peptide Area Under
the Curve at Glucagon
Stimulation Test
Predicts Glucose
Improvements by GLP-
1 Receptor Analogue: A
Retrospective
Observational Study.

Diabetes Ther 2019
Apr;10(2):673-681

Tamai T,
Mizukoshi E,
Kumagai M　他

消化器内科

A Novel α-
fetoprotein-derived
Helper T-lymphocyte
Epitope With Strong
Immunogenicity in
Patients With
Hepatocellular
Carcinoma

Scientific Reports 2020 Mar
4;10(1):4021.

Sakai Y,
Fukunishi S,
Takamura M
他

消化器内科

Regenerative Therapy
for Liver Cirrhosis
Based on Intrahepatic
Arterial Infusion of
Autologous
Subcutaneous Adipose
Tissue-Derived
Regenerative (Stem)
Cells: Protocol for a
Confirmatory
Multicenter
Uncontrolled Clinical
Trial

JMIR Res Protoc 2020 Mar
31;9(3):e17904.
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15 Original Article

16 Original Article

17 Original Article

18 Original Article

19 Original Article 5件

Yumie
Takeshita  ,
Takehiro
Kanamori   ,
Takeo Tanaka
他

内分泌・代謝内科

Study Protocol for
Pleiotropic Effects and
Safety of Sodium-
Glucose Cotransporter
2 Inhibitor Versus
Sulfonylurea in Patients
with Type 2 Diabetes
and Nonalcoholic Fatty
Liver Disease.

Diabetes Ther 2020
Feb;11(2):549-560

Ito K, Hara S,
Yamada K　他

リウマチ・膠原病内科

A case report of
crystalline light chain
inclusion-associated
kidney disease affecting
podocytes but without
Fanconi syndrome: a
clonal analysis of
pathological monoclonal
light chain

Medicine (Baltimore).   2019
、98(5): e13915,

Steroids 2019
Nov;151:108470

Daisuke Aono
, Mitsuhiro
Kometani  ,
Shigehiro
Karashima 　他

内分泌・代謝内科

Primary aldosteronism
subtype discordance
between computed
tomography and adrenal
venous sampling.

Hypertens Res 2019
Dec;42(12):1942-1950

Yuki Isobe  ,
Yasuto
Nakatsumi  ,
Yu Sugiyama
他

内分泌・代謝内科

Severity Indices for
Obstructive Sleep
Apnea Syndrome
Reflecting Glycemic
Control or Insulin
Resistance.

Intern Med 2019 Nov 15;
58(22): 3227–3234

内分泌・代謝内科

Genetic and epigenetic
analyses of
aldosterone-producing
adenoma with
hypercortisolemia.

Mitsuhiro
Kometani ,
Takashi
Yoneda  ,
Masashi
Demura  　他

14



様式３－２

20 Original Article

21 Original Article

22 Original Article

23 Original Article

24 Letter 5件
Kimura H,
Araya T,
Yoneda T　他

呼吸器内科

Long-lasting responses
after discontinuation of
nivolumab treatment for
reasons other than
tumor progression in
patients with previously
treated, advanced non-
small cell lung cancer.

Cancer Commun (Lond).
2019.11   39(1):78.

Kawano M,
Saeki T,
Nakashima H.

リウマチ・膠原病内科

IgG4-related kidney
disease and
retroperitoneal fibrosis:
an update

Mod Rheumatol.  2019 、
29(2): 231-9

Hara J,
Kasahara K,
Ohkura N　他

呼吸器内科

A Single Institution
Retrospective Study of
the Clinical Efficacy of
Tiotropium Respimat in
Never-Smoking Elderly
Asthmatics with
Irreversible Airflow
Limitation.

Drug Res (Stuttg).   2019.04
69（4）：211−217

Yoshida M,
Zoshima T,
Hara S　他

リウマチ・膠原病内科

A long-term survival
after surgical treatment
for atypical aortic
coarctation
complicating Takayasu
arteritis with inactive
disease at the diagnosis:
an appropriately treated
autopsy case

Intern Med.   2019 、58(15):
2241-6,

Zoshima T,
Hara S,
Yamagishi M
他

リウマチ・膠原病内科

Possible role of
complement factor H in
podocytes in clearing
glomerular
subendothelial immune
complex deposits

Sci Rep.  2019 ,9(1): 7857,

15
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25 Letter

26 Original Article

27 Original Article

28 Original Article

29 Original Article 5件

Sakata K,
Gamou T,
Tada H　他

循環器内科

Low Baseline High-
Sensitive C-Reactive
Protein is Associated
with Coronary
Atherosclerosis
Regression: Insights
from the MILLION
Study.

J Atheroscler Thromb
2019,26(5):442-51

Tsuda T,
Hayashi K,
Fujino N　他

循環器内科

Effect of hypertrophic
cardiomyopathy on the
prediction of
thromboembolism in
patients with
nonvalvular atrial
fibrillation.

Heart Rhythm
2019,16(6):829-837

Tambo Y, Sone
T, Shibata K
他

呼吸器内科

Real-World Efficacy of
First-Line
Pembrolizumab in
Patients With Advanced
or Recurrent Non-
Small-Cell Lung Cancer
and High PD-L1 Tumor
Expression

Clin Lung Cancer 2020.02
26;S1525-7304(20)30042-5

Tada H,
Kawashiri MA

循環器内科

Genetic Variations,
Triglycerides, and
Atherosclerotic
Disease.

J Atheroscler Thromb
2019,26(2):128-131,

Kimura H,
Amino Y, Koba
H　他

呼吸器内科

A case of EGFR
mutation-positive lung
adenocarcinoma in
which the T790M allele
fraction was increased
by repeated EGFR-TKI
treatment.

Cancer Commun (Lond).
2019.11   39(1):67.

16
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30 Original Article

31 Original Article

32 Original Article

33 Original Article

34 Original Article 5件
Inoue O, Usui
S, Takashima
SI　他

循環器内科

Diabetes impairs the
angiogenic capacity of
human adipose-derived
stem cells by reducing
the CD271+
subpopulation in
adipose tissue

Biochem Biophys Res
Commun 2019,17(517):369-
75

Chikata A,
Kato T, Usuda
K　他

循環器内科

Coronary Sinus
Catheter Placement via
Left Cubital Vein for
Phrenic Nerve
Stimulation During
Pulmonary Vein
Isolation

Heart Vessels 2019 Oct;34
(10), 1710-1716

Nakagawa T,
Mori M, Tada
H　他

循環器内科

Unusual Aorto-mitral
Discontinuity Caused
by Infective
Endocarditis.

Intern Med
2019,58(16):2373-6

Yamagishi M,
Tsuda T, Kato
T　他

循環器内科

Cost-effectiveness for
prevention of
thromboembolism by
anticoagulants in non-
valvular atrial
fibrillation: additional
analysis from the
Hokuriku-Plus AF
Registry.

Heart Vessels
2019,34(6):1024-1030

Tsuda T,
Nomura A,
Hayashi K

循環器内科

Author's reply to Atrial
fibrillation patients with
hypertrophic
cardiomyopathy: Do we
need new stroke risk
stratification?

Heart Rhythm
2019,16(8):e56-e57

17
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35 Original Article

36 Original Article

37 Original Article

38 Original Article

39 Original Article 5件

Tada H,
Nohara A,
Kawashiri MA

循環器内科
Monogenic, polygenic,
and oligogenic familial
hypercholesterolemia

Curr Opin Lipidol
2019,30(4):300-306

Tada H, Okada
H, Nomura A
他

循環器内科

Rare and Deleterious
Mutations in
ABCG5/ABCG8 Genes
Contribute to
Mimicking and
Worsening of Familial
Hypercholesterolemia
Phenotype

Circ J  2019,83(9):1917-
1924

Tada H,
Nohara A,
Inazu A　他

循環器内科
Remnant lipoproteins
and atherosclerotic
cardiovascular disease

Clin Chim Acta  2019,490:1-
5

Tada H,
Takamura M,
Kawashiri MA

循環器内科

Lipoprotein(a) as an
Old and New Causal
Risk Factor of
Atherosclerotic
Cardiovascular Disease

J Atheroscler Thromb
2019,26(7):583-591

Chikata A,
Kato T, Usuda
K　他

循環器内科

Silent Aspiration of
Esophageal Cooling
Solution During
Pulmonary Vein
Isolation Using Hot
Balloon

Circ J 2019 Nov 83 (12),
2568

18
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40 Original Article

41 Original Article

42 Original Article

43 Original Article

44 Original Article 5件
Yasuda H,
Iwata Y,
Nakajima S　他

腎臓内科

Erythropoietin signal
protected HUVEC from
high glucose induced
injury.

Nephrology (Carlton) 2019
Jul;24(7):767-774

Oshima M, Jun
M, Ohkuma T
他

腎臓内科

The relationship
between eGFR slope
and subsequent risk of
vascular outcomes and
all-cause mortality in
type 2 diabetes: the
ADVANCE-ON study.

Diabetologia 2019
Nov;62(11):1988-1997

Yamanouchi M,
Hoshino J,
Ubara Y　他

腎臓内科

Clinicopathological
predictors for
progression of chronic
kidney disease in
nephrosclerosis: a
biopsy-based cohort
study.

Nephrol Dial Transplant 2019
Jul 1;34(7):1182-1188

Nagamori Y,
Hamaoka T,
Murai H　他

循環器内科

Takotsubo
cardiomyopathy
complicated by cardiac
tamponade due to non-
hemorrhagic pericardial
effusion: a case report.

BMC Cardiovasc Disord 2020
Feb 6;20(1):67

Goten C, Usui
S, Hamaoka T
他

循環器内科

A case of pulmonary
arterial hypertension
with chronic hepatitis
that resulted in
hepatosplenomegaly
after administration of
prostaglandin I2.

J Cardiol Cases 2020　Feb
19;21(5):182-185

19
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45 Original Article

46 Original Article

47 Case report

48 Original Article

49 Original Article 5件

Sakai N, Bain
G, Furuichi K
他

腎臓内科

The involvement of
autotaxin in renal
interstitial fibrosis
through regulation of
fibroblast functions and
induction of vascular
leakage.

Sci Rep 2019 May
15;9(1):7414

Sako K,
Furuichi K,
Yamamura Y
他

腎臓内科

Association between the
recurrence period of
acute kidney injury and
mortality: a single-
centre retrospective
observational study in
Japan.

BMJ Open 2019 Jun
16;9(6):e023259

Yamanouchi M,
Furuichi K,
Hoshino J　他

腎臓内科

Nonproteinuric Versus
Proteinuric Phenotypes
in Diabetic Kidney
Disease: A Propensity
Score-Matched
Analysis of a
Nationwide, Biopsy-
Based Cohort Study.

Diabetes Care 2019
May;42(5):891-902

Ochi M,
Toyama T,
Ando M　他

腎臓内科

A case of secondary IgA
nephropathy
accompanied by
psoriasis treated with
secukinumab.

CEN Case Rep 2019
Aug;8(3):200-204

Toyama T,
Neuen BL, Jun
M　他

腎臓内科

Effect of SGLT2
inhibitors on
cardiovascular, renal
and safety outcomes in
patients with type 2
diabetes mellitus and
chronic kidney disease:
a systematic review and
meta-analysis.

Diabetes Obes Metab 2019
May;21(5):1237-1250

20
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50 Original Article

51 Original Article

52 Original Article

53 Original Article

54 Original Article 5件

Hiroyuki
Takamatsu  ,
Shinsuke Iida ,
Hirohiko
Shibayama
他

血液内科

Daratumumab,
lenalidomide, and
dexamethasone in
Japanese patients with
transplant-ineligible
newly diagnosed
multiple myeloma: a
phase 1b study.

Int J Hematol.  2020
May;111(5):692-701.

Yamanouchi M,
Mori M,
Hoshino J　他

腎臓内科

Retinopathy progression
and the risk of end-
stage kidney disease:
results from a
longitudinal Japanese
cohort of 232 patients
with type 2 diabetes
and biopsy-proven
diabetic kidney disease.

BMJ Open Diabetes Res Care
2019 Nov 2;7(1):e000726

Hiroyuki
Takamatsu,
Takeshi
Yoroidaka,
Momoko
Fujisawa　他

血液内科

Comparison of minimal
residual disease
detection in multiple
myeloma by SRL 8-
color single-tube and
EuroFlow 8-color 2-
tube multiparameter
flow cytometry.

Int J Hematol.  2019
Apr;109(4):377-381.

Hara A,
Koshino Y,
Kurokawa Y
他

腎臓内科

Relationship between
anti-erythropoietin
receptor autoantibodies
and responsiveness to
erythropoiesis-
stimulating agents in
patients on
hemodialysis: a multi-
center cross-sectional
study.

Clin Exp Nephrol 2020
Jan;24(1):88-95

Iwata Y, Satou
K, Furuichi K
他

腎臓内科

Collagen adhesion gene
is associated with
bloodstream infections
caused by methicillin-
resistant
Staphylococcus aureus.

Int J Infect Dis 2020
Feb;91:22-31

21
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55 Review

56 Case report

57 Original Article

58 Case report

59 Case report 5件

Sakai K, Ikeda
T, Ishida C　他

脳神経内科

Delusions and visual
hallucinations in a
patient with Parkinson’
s disease with dementia
showing pronounced
Lewy body pathology in
the nucleus basalis of
Meynert

Neuropathology  2019
Aug;39(4):319-323

Muramatsu D,
Yamaguchi H,
Iwasa K　他

脳神経内科
The Author's Reply:
Cerebellar Stroke-like
Lesions?

Intern Med 2019 Nov
1;58(21):3207

Hayashi K,
Hamaguchi T,
Sakai K　他

脳神経内科

Neuronal intranuclear
inclusion disease
showing blepharoptosis
and positive serum
anti-acetylcholine
receptor antibody
without myasthenia
gravis

J Neurol Sci  2019 May
15;400:119-121

Sakai K, Ueda
M, Fukushima
W　他

脳神経内科
Nationwide survey on
cerebral amyloid
angiopathy in Japan

Eur J Neurol 2019
Dec;26(12):1487-1493

Takamatsu H. 血液内科

Clinical value of
measurable residual
disease testing for
multiple myeloma and
implementation in
Japan.

Int J Hematol.  2020
;111(4):519-529.
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60 Case report

61 Review

62 Review

63 Original Article

64 Original Article 5件

Naito N,
Kikuchi M,
Yoshimura Y
他

神経科精神科

 Atypical body
movements during night
in young children with
autism spectrum
disorder: a pilot study

Sci Rep 2019.5.6、 9(1):6999

Yamada M,
Hamaguchi T,
Sakai K

脳神経内科
Acquried cerebral
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drug-related
osteonecrosis of the jaw
(5), utility of bone
scintigraphy and 18F-
FDG PET/CT in early
detection and risk
assessment of
medication-related
osteonecrosis of the jaw
(secondary publication).

Jpn Dent Sci Rev 2019; 55:
76-79

Nakajima K,
Okuda K,
Verberne HJ.

核医学診療科

Phase dyssynchrony
and 123I-meta-
iodobenzylguanidine
innervation imaging
towards
standardization.

J Nucl Cardiol 2019; 26:
519-523
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240 Original Article

241 Original Article

242 Others

243 Others

244 Original Article 5件
Taki J, Inaki A,
Wakabayashi H
他

核医学診療科

Postconditioning
accelerates myocardial
inflammatory resolution
demonstrated by 14C-
Methionine imaging and
attenuates ventricular
remodeling after
ischemia and
reperfusion.

Circ J 2019; 83: 2520-2526

Nakajima K,
Okuda K,
Maruyama K.

核医学診療科

Demystifying
dyssynchrony for
diagnosis and prognosis:
Tips for measuring
heterogeneous phase
distribution.

J Nucl Cardiol 2019 Aug 19.
（オンライン）

Nakajima K,
Okuda K,
Komatsu J.

核医学診療科

What does diagnostic
threshold mean?
Deterministic and
probabilistic
considerations.

J Nucl Cardiol 2019 Sep 23.
（オンライン）

Inaki A,
Nakajima K,
Wakabayashi H
他

核医学診療科

Fully automated
analysis for bone
scintigraphy with
artificial neural network:
usefulness of bone scan
index (BSI) in breast
cancer.

Ann Nucl Med 2019; 33:
755-765

Wakabayashi
H, Konishi T,
Yoneyama H
他

核医学診療科

Utility of 123I-MIBG
standardized uptake
value in patients with
refractory
pheochromocytoma and
paraganglioma.

Asia Ocean J Nucl Med Biol
2019; 7: 115-120
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247 Original Article

248 Original Article

249 Original Article 5件

Kato S,
Demura S,
Murakami H
他

リハビリテーション部

Surgial metastasectomy
for renal cell carcinoma:
which patients are the
real candidates for
surgery?

Ann Transl Med 7(Suppl):
S273, 2019

Kato S,
Murakami H,
Demura S　他

リハビリテーション部

Motor and Sensory
Impairments of the
Lower Extremities After
L2 Nerve Root
Transection During
Total en Bloc
Spondylectomy.

Spine (Phila Pa 1976) 44:
1129-1136, 2019

Kato S,
Demura S,
Kurokawa Y
他

リハビリテーション部

Correlation between
osteoporotic vertebral
fracture and abdominal
trunk muscle strength
in middle-aged and
older women.

Arch Osteoporos 14: 106,
2019

Ooi K, Inoue
N, Matsushita
K　他

歯科口腔外科

Factors related to
patients' nutritional
state after orthognathic
surgery

Oral and Maxillofacial
Surgery 2019 Dec;23(4):481-
486.

Kato K,
Miyazawa H,
Kobayashi H
他

歯科口腔外科

Caveolin-1 Expression
at Metastatic Lymph
Nodes Predicts
Unfavorable Outcome in
Patients with Oral
Squamous Cell
Carcinoma

Pathology & Oncology
Research  2020 Jan 6.
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250 Original Article

251 Original Article

252 Original Article

253 Original Article

254 Original Article 5件

Kato S,
Murakami H,
Demura S　他

リハビリテーション部

Abdominal trunk muscle
weakness and its
association with chronic
low back pain and risk
of falling in older
women. BMC
Musculoskelet Disord.

BMC Musculoskelet Disord
20: 273, 2019

Naoki Mugii ,
Fujiko Someya
, Shinichi Noto
他

リハビリテーション部

Availability of EuroQol-
5-Dimensions-5-
Level(EQ-5D-5L) as
health-releted QOL
assessment for Japanese
systemic sclerosis
patients

Modern Rheumatology
2020,30(4):681-686.

Kato S,
Murakami H,
Demura S　他

リハビリテーション部

Kidney and thyroid
cancer-specific
treatment algorithm for
spinal metastases: a
validation study.

World Neurosurg 122:
e1305-e1311, 2019

I Takahashi  ,
T Matsuzaki ,
H Kuroki 　他

リハビリテーション部

Joint unloading inhibits
articular cartilage
degeneration in knee
joints of a monosodium
iodoacetate-induced rat
model of osteoarthritis

Osteoarthritis and Cartilage
July 2019,27(7),1084-1093

Kato S,
Demura S,
Matsubara H
他

リハビリテーション部

Utility of bone
SPECT/CT to identify
the primary cause of
pain in elderly patients
with degenerative
lumbar spine disease.

J Orthop Surg Res  14: 185,
2019
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258 Original Article

259 Original Article 5件

Koji Sato,
Masaki
Okajima,
Takumi
Taniguchi

集中治療部

Association of
Persistent Intense
Thirst With Delirium
Among Critically Ill
Patients: A Cross-
sectional Study

Journal of Pain and Symptom
Management 2019.6　57(6)
1114-1120

Rena Yamazaki
, Masafumi
Inokuchi,
Satoko
Ishikawa　他

周産母子センター

Ovarian
hyperstimulation closely
associated with
resumption of follicular
growth after
chemotherapy during
tamoxifen treatment in
premenopausal women
with breast cancer: a
multicenter
retrospective cohort
study.

BMC Cancer. 2020 Jan
20(1):67.

Kohei
Hosokawa ,
Hiroki
Mizumaki  ,
Mahmoud I
Elbadry  　他

高密度無菌治療部

Clonal hematopoiesis by
SLIT1-mutated
hematopoietic stem
cells due to a
breakdown of the
autocrine loop involving
Slit1 in acquired
aplastic anemia.

Leukemia 2019
Nov;33(11):2732-2766

I Takahashi，
Taro
Matsuzaki，
Hiroshi
Kuroki，
Masahiro Hoso

リハビリテーション部

Disuse hitological
changes of an unloading
environment on joint
components in rat knee
joints

Osteoarthritis and Cartilage
Open November–December
2019,Volume 1, Issues 1–2

Hirohito
Yamazaki ,
Kensuke Ohta
, Hiroatsu Iida
他

輸血部

Hematologic recovery
induced by eltrombopag
in Japanese patients
with aplastic anemia
refractory or intolerant
to immunosuppressive
therapy.

Int J Hematol.  2019
Aug;110(2):187-196.
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262 Case report

263 Original Article

264 Original Article 5件

Mizushima I,
Kasashima S,
Fujinaga Y　他

研修医・専門医総合教育セン
ター

Clinical and
pathological
characteristics of IgG4-
related
periaortitis/periarteritis
and retroperitoneal
fibrosis diagnosed based
on experts' diagnosis

Ann Vasc Dis.  2019,12(4):
460-72,

Mizushima I,
Kasashima S,
Fujinaga Y　他

研修医・専門医総合教育セン
ター

IgG4-related
periaortitis/periarteritis
: an under-recognized
condition that is
potentially life-
threatening

Mod Rheumatol.   2019 、
29(2): 240-50

Nakada S,
Sasagawa Y,
Tachibana O
他

病理部

The clinicopathological
analysis of receptor
tyrosine kinases in
meningiomas: the
expression of VEGFR-2
in meningioma was
associated with a higher
WHO grade and shorter
progression-free
survival.

Brain Tumor Pathol.  2019
Jan;36(1):7-13.

Sakaguchi M,
Nakano Y,
Honda-
Kitahara M　他

病理部

Two cases of primary
supratentorial
intracranial
rhabdomyosarcoma with
DICER1 mutation which
may belong to a
"spindle cell sarcoma
with
rhabdomyosarcoma-like
feature, DICER1
mutant".

Brain Tumor Pathol 2019
Oct;36(4):174-182

Miho
Nakamura,
Junya Nakade,
Tadashi
Toyama　他

集中治療部

Severe intoxication
caused by sodium-
glucose cotransporter 2
inhibitor overdose: a
case report 

BMC Pharmacology and
Toxicology 2020.1.9　21(1)
5
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269 Original Article 5件
Takeuchi S,
Hase T,
Shimizu S　他

がんセンター

Phase I study of
vorinostat with gefitinib
in BIM deletion
polymorphism/EGFR
mutation double-
positive lung cancer.

Cancer Sci 2020
Feb;111(2):561-570.

Kita K, Fukuda
K, Takahashi
H　他

がんセンター

Patient-derived
xenograft models of
non-small cell lung
cancer for evaluating
targeted drug sensitivity
and resistance

Cancer Sci 2019
Oct;110(10):3215-3224.

Ohtsubo K,
Miyake K, Arai
S　他

がんセンター

Aberrant methylation of
tumor suppressive
miRNAs in bile from
patients with
pancreaticobiliary
diseases.

Anticancer Res 2019
Oct;39(10):5449-5459.

Suzuki C,
Kiyota N,
Imamura Y　他

がんセンター

Exploratory analysis of
prognostic factors for
lenvatinib in
radioiodine-refractory
differentiated thyroid
cancer.

Head Neck 2019
Sep;41(9):3023-3032.

Adachi Y,
Yano S.

がんセンター
Caput Medusae-like
Venous Dilatation in
Lung Cancer.

Intern Med 2019 Nov
15;58(22):3341-3342.
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　計 271件

(注) 1

2

3

4

5

6

(2)高度の医療技術の開発及び評価を行うことの評価対象とならない論文（任意）

番
号

論文種別

1 Original Article

2 Case report

3

～ 　計　件

(注) 1

2

Kawakami T,
Mizushima I,
Yamada K　他

薬剤部

Abundant a
proliferation-inducing
ligand (APRIL)-
producing macrophages
contribute to plasma
cell accumulation in
immunoglobulin G4-
related disease

Nephrol Dial Transplant.
2019 、34(6): 960-9

Kita K, Fukuda
K, Takahashi
H　他

がんセンター

Patient-derived
xenograft models of
non-small cell lung
cancer for evaluating
targeted drug sensitivity
and resistance.

Cancer Sci 2019
Oct;110(10):3215-3224

　「論文種別」欄には、Original Article、Case report, Review, Letter, Othersから一つ選択すること。

　当該特定機能病院に所属する医師等が前年度に発表した英語論文のうち、高度の医療技術の開発およ
び評価に資するものと判断されるものを七十件以上記入すること。七十件以上発表を行っている場合には、
七十件のみを記載するのではなく、合理的な範囲で可能な限り記載すること。

　報告の対象とするのは、筆頭著者の所属先が当該特定機能病院である論文であり、査読のある学術雑誌
に掲載されたものに限るものであること。ただし、実態上、当該特定機能病院を附属している大学の講座等
と当該特定機能病院の診療科が同一の組織として活動を行っている場合においては、筆頭著者の所属先
が大学の当該講座等であっても、論文の数の算定対象に含めるものであること（筆頭著者が当該特定機能
病院に所属している場合に限る。）

  「発表者氏名」に関しては、英文で、筆頭著者を先頭に論文に記載された順に3名までを記載し、それ以上
は、他、またはet al.とする。

　「筆頭著者の所属」については、和文で、筆頭著者の特定機能病院における所属を記載すること。

　「雑誌名・出版年月等」欄には、「雑誌名. 出版年月（原則雑誌掲載月とし、Epub ahead of printやin press
の掲載月は認めない）; 巻数: 該当ページ」の形式で記載すること
（出版がオンラインのみの場合は雑誌名、出版年月（オンライン掲載月）の後に（オンライン）と明記するこ
と）。
      記載例：　Lancet. 2015 Dec; 386: 2367-9  /  Lancet. 2015 Dec (オンライン）

発表者氏名
筆頭著者の

特定機能病院における所属
題名

雑誌名・
出版年月等

　記載方法は、前項の「高度の医療技術の開発及び評価を行うことの評価対象となる論文」の記載方法に
準じること。

　当該医療機関に所属する医師等が前年度に発表したもののうち、高度の医療技術の開発および評価に資
するものと判断される主なものを記入すること。
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(様式第 3) 

高度の医療技術の開発及び評価を行う能力を有することを証する書類 

 

3 高度の医療技術の開発及び評価の実施体制 

(1)倫理審査委員会の開催状況 

① 倫理審査委員会の設置状況 ○有 ・無 

② 倫理審査委員会の手順書の整備状況 ○有 ・無 

・ 手順書の主な内容 

審査対象に関する事項、委員会の組織に関する事項、委員会の会議に関する事項、申請手続き
及び結果の報告に関する事項、疑義申立てに関する事項、迅速審査に関する事項、実施状況の調
査等に関する事項、資料の入手に関する事項、委員会の運営に関する事項、記録の保存に関する
事項 

 

③ 倫理審査委員会の開催状況 年11回 

（注） 1 倫理審査委員会については、「臨床研究に関する倫理指針」に定める構成である場合に

「有」に○印を付けること。 

 2  前年度の実績を記載すること。 

 

 

(2)利益相反を管理するための措置 

① 利益相反を審査し、適当な管理措置について検討するための委員

会の設置状況 

○有 ・無 

② 利益相反の管理に関する規定の整備状況 ○有 ・無 

・ 規定の主な内容 

委員会の目的及び職務に関する事項、委員会の組織及び組織運営に関する事項 

③ 利益相反を審査し、適当な管理措置について検討するための委員

会の開催状況 

年10回 

(注）前年度の実績を記載すること。 

 

(3)臨床研究の倫理に関する講習等の実施 

① 臨床研究の倫理に関する講習等の実施状況 年12回 

 ・研修の主な内容 

臨床研究の研究責任者、研究分担者その他の研究の実施に携わる者又は今後研究の実施に携わ
る予定の者を対象に、人を対象とする医学系研究に関する倫理指針に関する事項、研究デザイン
に関する事項、臨床研究の品質保証に関する事項、その他医学系研究の実施に当たり必要となる
知識・技術等に関連する事項について講習会を実施 
 

(注）前年度の実績を記載すること。 



 (様式第 4) 

高度の医療に関する研修を行わせる能力を有することを証する書類 

1 研修の内容 

 

各専門研修プログラムに沿って各診療科（部）に所属し，大学病院（医員など）及び関連病院

を循環しながら修練を行い，それぞれの学会等の専門医，あるいは認定医の資格の取得を目指し

ます。 

また、診療技術の習得だけでなく，臨床研究も行うことが可能である。 

 

（注）上記の研修内容は医師法及び歯科医師法の規定による臨床研修を終了した医師及び歯科医師

に対する専門的な研修について記載すること。 

2 研修の実績 

  上記研修を受けた医師数         269 人  

（注）前年度の研修を受けた医師の実績を記入すること。 

3 研修統括者 

研修統括者氏名 診 療 科 役 職  等 臨床経験年数 特 記 事 項        

金子 周一 消化器内科 科長           38年  

篁   俊成 内分泌・代謝内科 科長           32年  

川野 充弘 リウマチ・膠原病内科 科長           33年  

笠原 寿郎 呼吸器内科 科長           34年  

高村 雅之 循環器内科 科長 28年  
坂井 宣彦 腎臓内科 科長           24年  

中尾 眞二 血液内科 科長           40年  

野村 英樹 総合診療科 科長      32年  
山田 正仁 脳神経内科 科長           40年  

菊池 充 神経科精神科 科長           26年  

和田 泰三 小児科 科長           28年  

香田 渉 放射線科 科長           25年  

高松 繁行 放射線治療科 科長 20年  
松下 貴史 皮膚科 科長           21年  

小川 恵子 漢方医学科 科長 23年  
竹村 博文 心臓血管外科 科長           35年  

松本 勲 呼吸器外科 科長           29年  

伏田 幸夫 胃腸外科 科長           34年  

田島 秀浩 肝胆膵・移植外科 科長           28年  

石川 聡子 乳腺外科 科長           12年  

酒井 清祥 小児外科 科長           18年  

土屋 弘行 整形外科 科長           37年  

溝上 敦 泌尿器科 科長           33年  

杉山 和久 眼科 科長           36年  

吉崎 智一 耳鼻咽喉科・頭頸部外科 科長           34年  
藤原 浩 産科婦人科 科長 37年  
谷口 巧 麻酔科蘇生科 科長 29年  
中田 光俊 脳神経外科 科長 26年  
絹谷 清剛 核医学診療科 科長 34年  
八幡 徹太郎 リハビリテーション科 科長 28年  
後藤 由和 救急科 科長 36年  
池田 博子 病理診断科 科長 18年  
谷口 巧 集中治療部 部長 29年  
矢野 聖二 がんセンター センター長 30年  
川尻 秀一 歯科口腔外科 科長 32年  
(注) 1 医療法施行規則第六条の四第一項又は第四項の規定により、標榜を行うこととされている

診療科については、必ず記載すること。 

(注) 2 内科について、サブスペシャルティ領域ごとに研修統括者を配置している場合には、すべ

てのサブスペシャルティ領域について研修統括者を記載すること。 

(注) 3 外科について、サブスペシャルティ領域ごとに研修統括者を配置している場合には、すべ

てのサブスペシャルティ領域について研修統括者を記載すること。 



 

(様式第 4) 

高度の医療に関する研修を行わせる能力を有することを証する書類 

 

4 医師、歯科医師以外の医療従事者等に対する研修 

① 医師、歯科医師以外の医療従事者に対する研修の実施状況（任意） 

 ・研修の主な内容 

  ・新規採用職員オリエンテーション（詳細別添） 

   新規採用職員に対し、本院職員として職務遂行に必要な知識及び心構え等の基本的な事項 

   を習得させ、資質向上と業務効率の増進を図ることを目的とする。 

 ・研修の期間・実施回数 

  ・平成31年4月1日（月）～平成31年4月3日（水） 

 ・研修の参加人数 

  ・132名（うち、医師・歯科医師以外の者は90名） 

② 業務の管理に関する研修の実施状況（任意） 

 ・研修の主な内容 

  ・情報セキュリティ研修 

 ・研修の期間・実施回数 

  ・令和元年7月1日（月）～令和元年9月30日（月）※e-ラーニング 

 ・研修の参加人数 

  ・1,002名 

③ 他の医療機関に所属する医療関係職種に対する研修の実施状況 

 ・研修の主な内容 

 ・研修の期間・実施回数 

 ・研修の参加人数 

 

(注) 1 高度の医療に関する研修について、前年度実績を記載すること。 

(注) 2 「③他の医療機関に所属する医療関係職種に対する研修の実施状況」については、医療法施

行規則第六条の四第四項の規定に基づき、がん、循環器疾患等の疾患に関し、高度かつ専門的な医

療を提供する特定機能病院についてのみ記載すること。また、日本全国の医療機関に勤務する医療

従事者を対象として実施した専門的な研修を記載すること。 

 



（8:30〜10:15）

 （10:30〜11:15）

本院の経営について

 （11:00〜12:00）

（10:30〜12:00）
  （11:15〜12:00）

防⽕訓練、災害対応、施設説明、

初期臨床研修医 看護師 初期臨床研修医 看護師 初期臨床研修医 看護師

（看護部による研修） （看護部による研修） （看護部による研修）

その他の職員 その他の職員 その他の職員
（職場研修） （職場研修） 【BLS研修】

16:00〜病棟2階カ
ンファレンスルー
ム

9
       （8:40〜9:00）  感染制御チーム（ICT）薬剤師

平成３１年度  新規採⽤職員オリエンテーション⽇程表

⽇程: 平成３１年４⽉１⽇（⽉）、２⽇（⽕）、３⽇（⽔）
会場:宝ホール（外来診療棟４階）

8:30
４⽉１⽇（⽉） ４⽉２⽇（⽕） ４⽉３⽇（⽔）

8:30
受 付         （8:30〜8:40） 感染対策について リスクマネジメントについて 

9
幹部職員紹介      （9:00〜9:05）  感染制御チーム（ICT）臨床検査技師  医療安全管理部 GRM（医師）
訓⽰・病院の概要について  感染制御チーム（ICT）看護師  医療安全管理部 GRM（看護師）

辞令交付（病院⻑から）  感染制御チーム（ICT）医師 （インフォームドコンセント、輸⾎に係る説
明を含む）

経営戦略について      
 病院⻑補佐（経営企画・医療情報担当） （8:30〜10:15）

10
（9:30〜10:00）

10
個⼈情報の取り扱いについて

 病院⻑        （9:05〜9:25）  医療安全管理部 GRM（薬剤師）
オリエンテーション⽇程説明 （9:25〜9:30）  ME機器管理センター 臨床⼯学技⼠⻑

 （10:00〜10:45）  臨床倫理コンサルティングチーム  （「患者さんの権利」及び「患者さんに守っ
ていただくこと」を含む） リーダー

11
休憩（10:45〜11:00）

病院情報システムの利⽤について 休憩（10:15〜10:30） 休憩（10:15〜10:30）

 経営企画部⻑ 臨床倫理について 医療⼈として必要な基本姿勢・態度

本学が経理する全ての経費の適正な  医事課副課⻑（患者⽀援担当）
執⾏について
 経営管理課⻑

11
ハラスメントの防⽌について  看護部副看護部⻑（教育担当）
 学⻑補佐（ハラスメント防⽌担当）  看護部副看護部⻑（医療安全担当）

12 12
昼             ⾷ （12:00〜13:00）

13 13診療報酬制度について 情報セキュリティ対策について
ネットワークIDの取得と利⽤について

医療⽤放射線の安全性について

 総務課各担当係 防⽕管理について

14
（13:30〜14:00）

  医事課副課⻑（診療⽀援担当）  放射線部 診療放射線技師⻑
（13:00〜13:30）  情報部情報推進課         （13:00〜14:00）

事務⼿続き等について （13:00〜13:25）

 看護部看護師⻑（キャリア開発センター）  H30採⽤職員、若⼿職員等
（14:00〜15:00） （13:25〜15:00）

※消⽕器、消⽕栓等を使⽤して屋外で⾏いま
す。汚れてもよい服装で参加してください。

（14:00〜15:00）

14
チーム医療と看護業務 ストレッチャー訓練 先輩からのメッセージ
 看護部副看護部⻑（総務担当）  総務課総務係⻑ 「１年間（新⼈時代）を振り返って」

院内研修としてオリエンテーション対象者以外の職員も受講可（新規採⽤医員必須）
院内研修としてオリエンテーション対象者以外の職員も受講可（新規採⽤医員優先）
職種毎の研修になりますので、所属部署の指⽰に従ってください。

15 15

（研修医・専⾨医
総合教育センター
による研修）

（研修医・専⾨医
総合教育センター
による研修）

（研修医・専⾨医
総合教育センター
による研修）



 
 

(様式第 5) 
診療並びに病院の管理及び運営に関する諸記録の管理方法に関する書類 

 
計画・現状の別 １．計画    ○2 ．現状  
管理責任者氏名 病院長 蒲田 敏文 

  管理担当者氏名 ・消化器内科長 金子 周一        ・内分泌・代謝内科長 篁 俊成 
・リウマチ・膠原病内科長 川野 充弘   ・呼吸器内科長 笠原 寿郎 
・循環器内科長 高村 雅之       ・腎臓内科長 坂井 宣彦 
・血液内科長 中尾 眞二     ・総合診療科長  野村 英樹 
・脳神経内科長 山田 正仁        ・神経科精神科長 菊知 充 
・小児科長 和田 泰三     ・子どものこころの診療科長 菊知 充 
・放射線科長 香田 渉          ・放射線治療科長 高松 繁行 
・皮膚科長 松下 貴史    ・形成外科長 小室 明人 
・漢方医学科長 小川 恵子       ・心臓血管外科長 竹村 博文 
・呼吸器外科長 松本 勲        ・胃腸外科長 伏田 幸夫 
・肝胆膵・移植外科長 田島 秀浩    ・乳腺科長 石川 聡子 
・小児外科長 酒井 清祥        ・整形外科長 土屋 弘行 
・脊椎・脊髄外科長 出村 諭      ・泌尿器科長 溝上 敦 
・眼科長 杉山 和久           ・耳鼻咽喉科・頭頸部外科長 吉崎 智一 
・産科婦人科長 藤原 浩                ・麻酔科蘇生科長 谷口 巧 
・脳神経外科長 中田 光俊              ・核医学診療科長 絹谷 清剛 
・歯科口腔外科長 川尻 秀一       ・リハビリテーション科長 八幡 徹太郎 
・救急科長 後藤 由和                  ・病理診断科長 池田 博子 
・薬剤部長 崔 吉道           ・総務課長 北村 久美子 
・経営管理課長 元谷内 洋志       ・医事課長 山田 浩美 
・医療支援課長 木下 久美子 

 
 保 管 場 所 管 理  方  法 

診療に関
する諸記
録 

規
則
第
二
十
二
条
の
三
第
二
項

に
掲
げ
る
事
項 

病院日誌 医事課 外来病歴ファイルは、
１患者１ファイル、入
院病歴ファイルは、１
入院期間１ファイル。 
診療録の院外持ち出し
は禁止されている。 

各科診療日誌 医事課 
処方せん 薬剤部 
手術記録 医事課 
看護記録 看護部、医事課 
検査所見記録 医事課 
エックス線写真 医事課 
紹介状 医事課 
退院した患者に係る入院期間中
の診療経過の要約及び入院診療
計画書 

医事課 

病院の管
理及び運
営に関す
る諸記録 

規
則
第
二
十
二
条
の
三
第
三
項
に
掲
げ

る
事
項 

従業者数を明らかにする帳簿 総務課  
高度の医療の提供の実績 経営管理課、医事課 

 
高度の医療技術の開発及び評価
の実績 

総務課、経営管理課 
医薬保健系事務部 

高度の医療の研修の実績 総務課 
 

閲覧実績 総務課 
紹介患者に対する医療提供の実
績 

医事課 

入院患者数、外来患者及び調剤
の数を明らかにする帳簿 
 
 

医事課、薬剤部 



 
 

規
則
第
一
条
の
十
一
第
一
項

に
掲
げ
る
事
項 

医療に係る安全管理のための指
針の整備状況 

医療支援課  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

医療に係る安全管理のための委
員会の開催状況  

医療支援課 
 

医療に係る安全管理のための職
員研修の実施状況 

医療支援課 
 

医療機関内における事故報告等
の医療に係る安全の確保を目的
とした改善のための方策の状況 

医療支援課 
 
 

 
  



 
 

 保 管 場 所 管 理  方  法 

病院の管

理及び運

営に関す

る諸記録 

規
則
第
一
条
の
十
一
第
二
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項 

院内感染対策のための指針の策
定状況 

医療支援課  

院内感染対策のための委員会の
開催状況  

医療支援課 

従業者に対する院内感染対策の
ための研修の実施状況  

医療支援課 

感染症の発生状況の報告その他
の院内感染対策の推進を目的と
した改善のための方策の実施状
況  

医療支援課 

医薬品安全管理責任者の配置状
況  

総務課 

従業者に対する医薬品の安全使
用のための研修の実施状況  

薬剤部、医療支援課 

医薬品の安全使用のための業務
に関する手順書の作成及び当該
手順書に基づく業務の実施状況
   

薬剤部、医療支援課 

医薬品の安全使用のために必要
となる未承認等の医薬品の使用
の情報その他の情報の収集その
他の医薬品の安全使用を目的と
した改善のための方策の実施状
況 

薬剤部 医療支援課 

医療機器安全管理責任者の配置
状況 

総務課 

従業者に対する医療機器の安全
使用のための研修の実施状況 

経営管理課、ME 機器管

理センター、放射線部 

医療機器の保守点検に関する計
画の策定及び保守点検の実施状
況 

経営管理課 

医療機器の安全使用のために必
要となる情報の収集その他の医
療機器の安全使用を目的とした
改善のための方策の実施状況 

経営管理課 

  



 
 

 保 管 場 所 管 理  方  法 
 病院の管理 
 及び運営に 
 関する諸記 
 録 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

規
則
第
九
条
の
二
十
の
二
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
十
三
号
ま
で
及
び
第
十
五
条
の
四
各
号
に
掲
げ
る
事
項 

医療安全管理責任者の配置状
況 

総務課  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

専任の院内感染対策を行う者
の配置状況 

総務課 

医薬品安全管理責任者の業務
実施状況 

薬剤部、医療支援課 

医療を受ける者に対する説明
に関する責任者の配置状況 

総務課 

診療録等の管理に関する責任
者の選任状況 

総務課 

医療安全管理部門の設置状況 
総務課 

高難度新規医療技術の提供の
適否等を決定する部門の状況 

医療支援課 

未承認新規医薬品等の使用条
件を定め、使用の適否等を決
定する部門の状況 

医療支援課 

監査委員会の設置状況 
総務課、医療支援課 

入院患者が死亡した場合等の
医療安全管理部門への報告状
況 

医療安全管理部 

他の特定機能病院の管理者と
連携した相互立入り及び技術
的助言の実施状況 

医療支援課 

当該病院内に患者からの安全
管理に係る相談に適切に応じ
る体制の確保状況 

医療支援課 

医療安全管理の適正な実施に
疑義が生じた場合等の情報提
供を受け付けるための窓口の
状況 

総務課、医療支援課 

職員研修の実施状況 
医療支援課、総務課 

管理者、医療安全管理責任者
、医薬品安全管理責任者及び
医療機器安全管理責任者のた
めの研修の実施状況 

医療支援課 

管理者が有する権限に関する
状況 

総務課 

管理者の業務が法令に適合す
ることを確保するための体制
の整備状況 

総務部 

開設者又は理事会等による病
院の業務の監督に係る体制の
整備状況 

総務部 

(注)「診療に関する諸記録」欄には、個々の記録について記入する必要はなく、全体としての管理方
法の概略を記入すること。また、診療録を病院外に持ち出す際に係る取扱いについても記載するこ
と。 



(様式第 6) 

病院の管理及び運営に関する諸記録の閲覧方法に関する書類 

 

○病院の管理及び運営に関する諸記録の閲覧方法 

     計画・現状の別  1．計画     ②．現状  

 閲 覧 責 任 者 氏 名               病院長  蒲田 敏文 

 閲 覧 担 当 者 氏 名               総務課長 北村 久美子 

 閲覧の求めに応じる場所               会議室 

 閲覧の手続の概要 

諸記録の開示（閲覧を含む）を請求する者（以下「開示請求者」）は、国立大学法人金沢大学

に対し、法人文書開示請求書を提出する。 

 国立大学法人金沢大学は、開示請求があった日から特別な場合を除き30日以内に開示決定等を

行い、開示請求者に通知する。 

 開示請求者は、法人文書開示決定通知書を本院へ持参し、閲覧を実施する。 

 

(注)既に医療法施行規則第 9条の 20 第 5 号の規定に合致する方法により記録を閲覧させている病院

は現状について、その他の病院は計画について記載することとし、「計画・現状の別」欄の該当

する番号に〇印を付けること。 

 

 

〇病院の管理及び運営に関する諸記録の閲覧の実績 

   前 年 度 の 総 閲 覧 件 数    延        0件 
  閲 覧 者 別   医        師    延        0件 

  歯  科  医  師    延        0件 
      国    延        0件 
  地 方 公 共 団 体    延        0件 

(注)特定機能病院の名称の承認申請の場合には、必ずしも記入する必要はないこと。 

 



                                       様式６－２ 
 
 

 

1 
 

規則第１条の11第１項各号に掲げる医療に係る安全管理のための体制の確保に係る措置 

 
 
①  医療に係る安全管理のための指針の整備状況 

 
     有・無 

 
 ・ 指針の主な内容： 
（１）職員ひとりひとりが安全に関する認識を高め，医療事故防止に積極的に

取り組むと同時に，病院全体としても組織的に医療に係る安全管理事故防
止に取り組み，医療事故等の未然の防止を目指す。 

（２）医療安全管理委員会，医療安全管理部，医療安全管理者，リスクマネジ
ャー等による医療安全管理体制を整備し，病院全体として医療事故防止及
び医療全体の向上に努める。 

（３）医療安全管理のための研修を企画し，病院職員全体が２回以上受講でき
るようにする。 

（４）「医療事故防止マニュアル」の作成，医療事故等の報告事例の検討など，
医療安全の確保を目的とした改善方策を実施する。 

（５）医療事故が発生した場合にはおいては，「医療安全管理マニュアル」に
沿って対応し，医療上の最善の処置を講ずる。また，患者家族に対して事
実を速やかにわかりやすく説明する。 

（６）患者との信頼関係を築くため，また開かれた医療を推進するため，情報
の開示及び提供に積極的に対応していく。 

（７）患者相談室を設置し、患者及び家族からの医療安全に関する要望、苦情
及び不満を真摯に受け止め、その解決に尽力する。 

 

 

 
②  医療に係る安全管理のための委員会の設置及び業務の状況 
 

・ 設置の有無（ 有・無 ） 
・ 開催状況：年 １３ 回 
・ 活動の主な内容： 

（１）医療に係る安全管理対策に関すること。 
（２）医療事故防止対策に関すること。 
（３）発生した医療事故等の原因の調査及び分析に関すること。 
（４）分析結果を活用した改善策の立案及び実施並びに職員への周知に関する

こと。 
（５）改善策の実施状況の調査及び当該方策の見直しに関すること。 
（６）患者が死亡若しくは死産した場合及び濃厚な処置や治療を要した事象が

発生した場合の報告の実施状況の確認に関すること。 
（７）安全管理のための教育及び研修に関すること。 
（８）その他医療に係る安全管理及び医療事故防止に関すること。 
（９）改善策の実施状況の調査等の目的のため，定期的に関係部署の巡回を行
う。 
 

 

 
③ 医療に係る安全管理のための職員研修の実施状況 

 
     年 ６ 回 

 
 ・ 研修の内容（すべて）： 
【平成３１（令和元）年度医療安全研修） 
・5/13「医療事故再発防止に向けた提言-気管切開・胃管に関連した死亡事例-
」 
・6/18「RRTの活動について」「除細動器の基礎知識」「深部静脈血栓予防 SC
D700の適正使用方法」 
・7/13「日常診療の落とし穴 ”医原性末梢神経損傷”」「未承認薬等医薬品
の体系的把握と副作用報告」 
・10/7「インシデント報告が病院を強くする」 
・10/15「意思決定能力の評価とアドバンス・ケア・プランニング」 
・12/6「医薬品の損耗について」「安全な持参薬の管理」「Ai（Autopsy imagi
ng）の運用について」 
 
 
【その他】※４月に 1回、その後は随時開催 
新規採用者研修「リスクマネジメントについて」 

 



                                       様式６－２ 
 
 

 

2 
 

 
④ 医療機関内における事故報告等の医療に係る安全の確保を目的とした改善のための方策の実施

状況 
 
   ・ 医療機関内における事故報告等の整備 （ 有・無 ） 
   ・ その他の改善のための方策の主な内容： 
○事故報告等の分析結果を現場へフィードバック     
○医療従事者の医療事故防止に関する教育 
○事故防止のための基礎知識の提供                 
○事故報告書等から必要なマニュアルを作成 
○インシデントサマリに再発防止策を提案           
○事故防止マニュアルの見直し 
○GRM等による医療現場のラウンド                  
○院内の医療安全ニュースや啓発ポスターの配布 
○院外の事故情報の提供による注意喚起 
 
 
 

 

(注）前年度の実績を記入すること。 
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規則第１条の 11 第２項第１号に掲げる院内感染対策のための体制の確保に係る措置 
 
 
①  院内感染対策のための指針の策定状況 

 
    有・無 

 
  ・ 指針の主な内容： 
１．院内感染対策に関する基本的な考え方 
２．院内感染対策のための委員会に関する基本的事項 
３．従事者に対する院内感染対策のための研修に関する基本方針 
４．感染症の発生状況の報告に関する基本方針 
５．院内感染症発生時の対応に関する基本方針 
６．患者等に対する当該指針の閲覧に関する基本方針 
７．抗菌薬の適正使用に関する基本方針 
８．院内感染対策の推進のために必要なその他の基本方針 
 
 
②  院内感染対策のための委員会の開催状況 

 
年１２回 

 
  ・ 活動の主な内容： 
以下の事項を審議する。 
（１）院内感染予防の方策及び監視に関すること。 
（２）院内感染対策のガイドラインの策定及びその実施に関すること。 
（３）院内感染についての教育活動に関すること。 
（４）院内感染の調査に関すること。 
（５）感染制御部の運営に必要な事項に関すること。 
（６）その他院内感染に関して委員会が必要と認める事項。 
 
 
③  従業者に対する院内感染対策のための研修の実施状況 

 
年 ４ 回  

 
 ・ 研修の内容（すべて）： 
【令和元年度】 
「感染対策および薬剤耐性に関する細菌について」5/30 
「制度としての院内感染対策および細菌同定検査について」8/7 
「栄養ゼミナール」9/27 
「褥瘡対策講演会」2/17 
 
【その他】 

新規採用者研修（随時開催） 
 対象別研修（毎年） 
 
 
④ 感染症の発生状況の報告その他の院内感染対策の推進を目的とした改善のための方策の状況 
 
  ・ 病院における発生状況の報告等の整備        （ 有・無 ） 
  ・ その他の改善のための方策の主な内容： 
 
（１）院内感染サーベイランスの実施と分析・評価 
（２）ICTラウンドによる感染対策実施行動の確認と指導 
（３）職業感染防止対策のための計画・実施・改善 
（４）感染管理システムを活用した情報共有 
（５）感染制御担当者（ICM)による現場における院内感染対策活動の実施及び所属職員への周知徹底 
 
 
 
 

(注）前年度の実績を記入すること。 
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規則第１条の11第２項第２号に掲げる医薬品に係る安全管理のための体制の確保に係る

措置  
 
 
① 医薬品安全管理責任者の配置状況 

 
    有・無 

 
② 従業者に対する医薬品の安全使用のための研修の実施状況 

 
     年 １回 

 
 ・ 研修の主な内容： 
    

令和元年度実施 
     医療安全研修（医薬品安全管理研修 2019年12月6日実施） 
      ・医薬品の損耗の実態と取り扱いについて 
      ・高額医薬品について 
      ・安全な持参薬管理について 
 
 
③ 医薬品の安全使用のための業務に関する手順書の作成及び当該手順書に基づく業務の実施状況 
 
 ・ 手順書の作成        （ 有・無 ） 
 ・ 手順書の内訳に基づく業務の主な内容： 
 

１）医薬品の採用 
２）医薬品情報の収集・管理・提供 
３）医薬品の購入管理 
４）外来および入院患者への医薬品の供給  
５）病棟における医薬品の管理 
６）入院患者への医薬品使用  
７）ハイリスク薬の取り扱い  
８）院内製剤の取り扱い 
９）外来患者への情報提供と薬学的指導 

１０）外来・中央診療施設の薬品管理 
１１）放射性医薬品の安全管理・安全使用 

 
 
④ 医薬品の安全使用のために必要となる未承認等の医薬品の使用の情報その他の情報の収集その

他の医薬品の安全使用を目的とした改善のための方策の実施状況 
 
  ・ 医薬品に係る情報の収集の整備        （ 有・無 ） 
 ・ 未承認等の医薬品の具体的な使用事例（あれば）： 
 
       シェーグレン症候群に対するシクロフォスファミド(エンドキサン注)の適応外使用 
     患者は既治療として、ステロイド療法、免疫グロブリン製剤による治療を実施するも難治
     性であり、「シェーグレン症候群治療ガイドライン2017」に準じてシクロフォスファミド
    （エンドキサン注）によるパルス療法が実施された。 
 
 
  ・ その他の改善のための方策の主な内容： 
        

未承認等の医薬品の使用の情報については調剤担当薬剤師や病棟担当薬剤師が処方鑑査で
把握する。把握した内容を副薬剤部長が集約し、医薬品安全管理責任者（薬剤部長）に適宜
報告するとともに、根拠資料（ガイドライン、文献等）を集積・保管する。 
未承認等の医薬品および採用されている医薬品全般の情報については、医薬品情報管理担

当薬剤師が添付文書の他、医薬品製造販売業者、行政機関、学術誌等から収集・管理し、必
要なものについては当該医薬品を取り扱う医療スタッフに周知する。 
医薬品安全管理責任者は、院内各部署に置く医薬品安全管理主任者（リスクマネジャーが

兼務）の立ち会いの下に定期的に院内ラウンドを実施し、医薬品安全使用のための業務の実
施状況を確認する。改善が必要と認められる事案についてはこれを指示し、結果を医療安全
管理委員会に報告する。また未承認等医薬品の情報等をふまえ、必要に応じて診療科等に注
意喚起情報を周知する。 

 

(注）前年度の実績を記入すること。  
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規則第１条の11第２項第３号に掲げる医療機器に係る安全管理のための体制の確保に係

る措置   
 
 
① 医療機器安全管理責任者の配置状況 

 
   有・無 

 
② 従業者に対する医療機器の安全使用のための研修の実施状況 

 
     年３１回 

 
 ・ 研修の主な内容： 
 

有効性，安全性に関する事項，使用方法，保守点検に関する事項，不具合等が発生した 
場合の対応，使用に関して特に法令上遵守すべき事項 

 
 
 
 
 
③ 医療機器の保守点検に関する計画の策定及び保守点検の実施状況 
 
 ・ 医療機器に係る計画の策定        （ 有・無 ） 
 ・ 機器ごとの保守点検の主な内容： 
 

外観チェック，動作チェック，漏れ電流チェック，精度管理、バッテリー性能チェック 
 
 
 
 
④ 医療機器の安全使用のために必要となる未承認等の医療機器の使用の状況その他の情報の収集

その他の医療機器の安全使用を目的とした改善のための方策の実施状況 
 
  ・ 医療機器に係る情報の収集の整備        （ 有・無 ） 
 ・ 未承認等の医療機器の具体的な使用事例（あれば）： 
 
    該当なし 
 
 
  ・ その他の改善のための方策の主な内容： 
 
    定期点検時の点検項目や方法の見直し 
 
 
 
 
 
 
 

(注）前年度の実績を記入すること。 
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規則第９条の２０の２第１項第１号から第１３号に掲げる事項の実施状況 

 
 
① 医療安全管理責任者の配置状況 

 
     有・無 

 
・責任者の資格（医師） 
・医療安全管理責任者による医療安全管理部門、医療安全管理委員会、医薬品安全管理責任者及び医
療機器安全管理責任者の統括状況 
 

副病院長（医療安全担当）が医療安全管理責任者として，医療安全管理部、医療安全管理委員会、
医薬品安全管理責任者及び医療機器安全管理責任者を統括している。 
 
 
 
 
 
② 専任の院内感染対策を行う者の配置状況 

 
 有（４名） 

 

③ 医薬品安全管理責任者の業務実施状況   

・医薬品に関する情報の整理・周知に関する業務の状況 

医薬品情報管理担当者が PMDA メディナビやメーカーからの情報、文献、新聞等から収集、整理し、

緊急度や周知すべき対象等に応じて、院内メールや印刷物の配布を行う。電子カルテシステム内の医

薬品情報 web 検索システムや院内業務支援ページより閲覧が可能。また病棟担当者等による病棟勉強

会や、院内の医薬品安全管理研修会での周知も定期的に行っている。 

 

 

・未承認等の医薬品の使用に係る必要な業務の実施状況 

病棟担当および調剤担当の薬剤師が処方監査で、また薬剤師が常駐していない診療科等においては

リスクマネジャーが未承認等の医薬品の処方を把握している。対応内容は、担当副薬剤部長に集約し、

薬剤部長（医薬品安全管理責任者）に適宜報告するとともに、エクセルファイルと根拠資料（ガイド

ラインや文献）をファイリングして、事例を集積している。また併用禁忌薬については医薬品情報管

理担当者が部門システムを用いて定期的にリストアップし薬剤部長に報告している。今後は、電子カ

ルテに JAPIC データベースを搭載し、病名からもチェックが可能なシステムを準備中である。 

 

・担当者の指名の有無（有・無） 

・担当者の所属・職種：別紙のとおり 

（所属：    ，職種       ）  （所属：    ，職種       ） 

（所属：    ，職種       ）  （所属：    ，職種       ） 

（所属：    ，職種       ）  （所属：    ，職種       ） 

（所属：    ，職種       ）  （所属：    ，職種       ） 
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④ 医療を受ける者に対する説明に関する責任者の配置状況 有・無 

・医療の担い手が説明を行う際の同席者、標準的な説明内容その他説明の実施に必要な方法に関する

規程の作成の有無  （ 有・無 ） 

・説明等の実施に必要な方法に関する規程に定められた事項の遵守状況の確認、及び指導の主な内容

：医療安全管理者等による IC 監査を実施した。（年３回） 

●主な指導内容：  

・「輸血実施手順書」の改定にともなう輸血同意書再取得について、再度確認すること 

・説明実施及び同意取得を行った場合の、診療録へ記載内容不備について 

⑤ 診療録等の管理に関する責任者の選任状況 有・無 

・診療録等の記載内容の確認、及び指導の主な内容：  

各診療科の監査担当医が実施した診療録監査、インフォームドコンセント監査の結果をもとに、診

療録等の管理責任者が記載状況及び内容の確認を行った。（年６回） 

主な指導内容：インフォームドコンセント実施時、経過記録への説明内容及び患者の理解度等の記

載。検査、手術、麻酔に関する要点の経過記録への記載等 

 

⑥ 医療安全管理部門の設置状況 有・無 

・所属職員：専従（４）名、専任（２）名、兼任（１１）名 

 うち医師：専従（１）名、専任（２）名、兼任（４）名 

 うち薬剤師：専従（１）名、専任（０）名、兼任（１）名 

 うち看護師：専従（１）名、専任（０）名、兼任（３）名 

（注）報告書を提出する年度の 10月１日現在の員数を記入すること 

・活動の主な内容： 

（１） 医療に係る安全管理対策及び医療事故防止対策の企画・立案及び業務改善計画に関するこ

と。 

（２） 医療安全管理マニュアルの作成等に関すること。 

（３） 安全管理のための教育及び研修の企画・運営に関すること。 

（４） インシデント報告及び患者の死亡若しくは死産報告の調査・分析に関すること。 

（５） リスクマネジャーとの連絡調整に関すること。 

（６） 医療事故等に係る診療録及び看護記録等の記載状況の確認・指導に関すること。 

（７） 患者及び家族等への説明等、医療事故発生時の対応状況の確認・指導に関すること。 

（８） 医療事故等に係る原因究明の確認及び指導に関すること。 

（９） 金沢大学附属病院医療安全管理委員会で用いられる資料及び議事録の作成、保存その他当

該委員会の事務に関すること。 

（１０） その他医療に係る安全管理対策及び医療事故防止対策に関すること。 
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【モニタリングの具体例】 

・入院患者に対する肺血栓塞栓症リスク評価と予防策の実施率 

・注射薬投与時の PDA 認証の実施率 

・ＲＲＴコール報告 

・病理診断レポートの未読/既読状況 

・画像診断レポートの未読/既読状況 

・医療安全研修の受講状況の把握及びアンケートにより理解度の調査 

 

※ 平成二八年改正省令附則第四条第一項及び第二項の規定の適用を受ける場合には、専任の医療に
係る安全管理を行う者が基準を満たしていることについて説明すること。 
※ 医療安全管理委員会において定める医療安全に資する診療内容及び従事者の医療安全の認識に
ついての平時からのモニタリングの具体例についても記載すること。 

⑦ 高難度新規医療技術の提供の適否等を決定する部門の状況 

・前年度の高難度新規医療技術を用いた医療の申請件数（ ２件）、及び許可件数（ ２件） 

・高難度新規医療技術の提供の適否等を決定する部門の設置の有無（ 有・無 ） 

・高難度新規医療技術を用いた医療を提供する場合に、従業者が遵守すべき事項及び高難度新規医療

技術の提供の適否等を決定する部門が確認すべき事項等を定めた規程の作成の有無（ 有・無 ） 

・活動の主な内容： 

(1) 高難度新規医療技術等の提供の適否決定に関すること。 

 (2) 高難度新規医療技術等の提供後の確認に関すること。 

(3) その他高難度新規医療技術等の提供に関すること。 

・規程に定められた事項の遵守状況の確認の有無（ 有・無 ） 

・高難度新規医療技術評価委員会の設置の有無（ 有・無 ） 

 

⑧ 未承認新規医薬品等の使用条件を定め、使用の適否等を決定する部門の状況 

・前年度の未承認新規医薬品等を用いた医療の申請件数（ １１ 件）、及び許可件数（ １１件） 

・未承認新規医薬品等の使用条件を定め、使用の適否等を決定する部門の設置の有無（ 有・無 ） 

・未承認新規医薬品等を用いた医療を提供する場合に、従業者が遵守すべき事項及び未承認新規医薬

品等の使用条件を定め使用の適否等を決定する部門が確認すべき事項等を定めた規程の作成の有

無（ 有・無 ） 

・活動の主な内容： 

(1) 高難度新規医療技術等の提供の適否決定に関すること。 

 (2) 高難度新規医療技術等の提供後の確認に関すること。 
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(3) その他高難度新規医療技術等の提供に関すること。 

・規程に定められた事項の遵守状況の確認の有無（ 有・無 ） 

・未承認新規医薬品等評価委員会の設置の有無 （ 有・無 ） 

⑨ 入院患者が死亡した場合などの医療安全管理部門への報告状況 

・入院患者が死亡した場合の医療安全管理部門への報告状況：年 ２７７件 

・上記に掲げる場合以外の場合であって、通常の経過では必要がない処置又は治療が必要になったも

のとして特定機能病院の管理者が定める水準以上の事象が発生したとき当該事象の発生の事実及

び発生前の状況に関する医療安全管理部門への報告状況：年 ８５ 件 

・上記に関する医療安全管理委員会の活動の主な内容 

（１）医療に係る安全管理対策に関すること。 
（２）医療事故防止対策に関すること。 
（３）発生した医療事故等の原因の調査及び分析に関すること。 
（４）分析結果を活用した改善策の立案及び実施並びに職員への周知に関すること。 
（５）改善策の実施状況の調査及び当該方策の見直しに関すること。 
（６）患者が死亡若しくは死産した場合及び濃厚な処置や治療を要した事象が発生した場合の報告の

実施状況の確認に関すること。 
（７）安全管理のための教育及び研修に関すること。 
（８）その他医療に係る安全管理及び医療事故防止に関すること。 
（９）改善策の実施状況の調査等の目的のため，定期的に関係部署の巡回を行う 

 

⑩ 他の特定機能病院等の管理者と連携した相互立入り及び技術的助言の実施状況 

・他の特定機能病院等への立入り（ 有（病院名：鳥取大学医学部附属病院 ）・無） 

・他の特定機能病院等からの立入り受入れ（ 有（病院名：横浜市立大学附属病院 ）・無） 

・技術的助言の実施状況 

・インシデントやアクシデントの報告等の状況報告された事例のフィードバックについて、リスクマネジャーの

責任の下、職員一人一人が周知確認書に署名して、医療安全管理に返却する方策を取り入れた。 

・医療安全管理部と管理者との連携について、毎週病院長と医療安全管理責任者ならびに GRM が情報共

有する会を定例で設けた。 

・病理診断、画像診断の未読/既読の確認状況を医療安全管理委員会で報告することとした。 

・夜間のバーコード認証方法の病院としての標準化については、電波状況に応じた対応としているが、一部

機器の入れ替えを実施した。 

・病院開設者(学長)の監査委員会へ出席については、キャンパスが遠方のため困難であるが、学長への監

査結果報告体制を整備した。 
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⑪ 当該病院内に患者からの安全管理に係る相談に適切に応じる体制の確保状況 

・体制の確保状況 

患者相談室、地域医療連携室、がん相談支援センターにおいてＧＲＭ、ソーシャルワーカー、事務職員が相

談窓口となり対応している。窓口活動については院内にポスターを掲示しパンフレットを配置するとともに、イ

ンターネットに掲載している。 

 

⑫ 職員研修の実施状況 

・研修の実施状況 

【医療安全】 

5/13「医療事故再発防止に向けた提言-気管切開・胃管に関連した死亡事例-」 
6/18「ＲＲＴの活動について」 
10/7「インシデント報告が病院を強くする」 
10/15「意思決定能力の評価とアドバンス・ケア・プランニング」 

 

（注）前年度の実績を記載すること（⑥の医師等の所属職員の配置状況については提出年度の10月1

日の員数を記入すること） 

 

⑬ 管理者、医療安全管理責任者、医薬品安全管理責任者及び医療機器安全管理責任者のための研修

の実施状況 

・研修の実施状況 

公益財団法人日本医療機能評価機構主催の特定機能病院管理者研修に管理者、医療安全管理責任者、

医薬品安全責任者及び医療機器安全管理責任者が参加した。 

 

（注）前年度の実績を記載すること（⑥の医師等の所属職員の配置状況については提出年度の10月1

日の員数を記入すること） 



様式６－２ 別紙

別　紙

１３．医薬品に係る安全管理のための体制の確保
　⑲医療法施行規則第9条の23第1項第3号に規定する事項

医薬品安全管理責任者が指名した担当者

氏　　名 職　　名 担　　当

山本奈歩 薬剤師 医薬品情報管理担当者

原　祐輔 薬剤師 調剤担当

坪内清貴 薬剤師 調剤担当

田中　祐子 薬剤師 調剤担当

橋本　さつき 薬剤師 調剤担当

板井　進悟 薬剤師 調剤担当

川上　貴裕 薬剤師 調剤担当

矢口　邦子 薬剤師 調剤担当

磯田　和也 薬剤師 調剤担当

中川　祐紀子 薬剤師 調剤担当

三坂　恒 薬剤師 調剤担当

志村　裕介 薬剤師 調剤担当

下川　頌子 薬剤師 調剤担当

西上　真 薬剤師 調剤担当

酒井　佳奈 薬剤師 調剤担当

西崎　綾菜 薬剤師 調剤担当

小竹　萌子 薬剤師 調剤担当

毛利　真子 薬剤師 調剤担当

野田　佳加 薬剤師 調剤担当

金　俊孝 薬剤師 調剤担当

西澤　理愛 薬剤師 調剤担当

スタッブ　由紀子 薬剤師 調剤担当

木山　美佳 薬剤師 調剤担当

二木　悠哉 薬剤師 調剤担当

寺田　早苗 薬剤師 調剤担当

北間　基子 薬剤師 調剤担当

長田　幸恵 薬剤師 病棟担当

坂田　明子 薬剤師 病棟担当

浅井　泰詞 薬剤師 病棟担当

髙林　真貴子 薬剤師 病棟担当

磯田　紗弥香 薬剤師 病棟担当

塩本　佑季子 薬剤師 病棟担当

吉田　幸司 薬剤師 病棟担当

大西　あゆみ 薬剤師 病棟担当

加藤　彩香 薬剤師 病棟担当

島田　拓弥 薬剤師 病棟担当

高廣　理佳子 薬剤師 病棟担当

木村　円 薬剤師 病棟担当

伊藤　ゆり子 薬剤師 病棟担当

東　昴翔 薬剤師 病棟担当

中村　良恵 薬剤師 病棟担当

五十嵐　佑貴 薬剤師 病棟担当

水野　ふみ 薬剤師 病棟担当

堀　祐貴 薬剤師 病棟担当

山崎　京介 薬剤師 病棟担当

岡野　麻衣 薬剤師 病棟担当
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規則第７条の２第１項各号に掲げる管理者の資質及び能力に関する基準 

 
 
 管理者に必要な資質及び能力に関する基準 

  
     

 

 ・ 基準の主な内容 

    (1) 人格が高潔で、学識が優れている者 

(2) 医師免許を有している者 

(3) 医療安全確保のために必要な資質・能力を有している者 

     高度かつ先進的な医療を提供する特定機能病院の管理者として、患

者安全を第一に考える姿勢及び指導力を有するとともに次に掲げるい

ずれかの業務に従事した経験を有する者 

     ① 医療安全管理責任者、医薬品安全管理責任者又は医療機器安全

管理責任者の業務 

     ② 医療安全管理委員会の構成員としての業務 

     ③ 医療安全管理部門における業務 

     ④ その他病院全体に係る上記に準ずる業務 

   (4) 病院の管理運営に必要な資質・能力を有している者 

  病院の管理運営にあたり、金沢大学附属病院又は金沢大学附属病院

以外での組織管理経験があり、病院職員の意見反映に留意しつつ、医

療を取り巻く様々な外的変化に適切に対応し、強いリーダーシップを

発揮できる者 

   (5) 金沢大学附属病院の基本理念及び基本方針を確実に遂行できる者 

 

・ 基準に係る内部規程の公表の有無（ 有・無 ） 

 

・ 公表の方法 

金沢大学附属病院Webサイトに掲載 
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規則第７条の３第１項各号に掲げる管理者の選任を行う委員会の設置及び運営状況 
 
 
 前年度における管理者の選考の実施の有無 

 
    有・無 

 

 ・ 選考を実施した場合、委員会の設置の有無（ 有・無 ） 

・ 選考を実施した場合、委員名簿、委員の経歴及び選定理由の公表の有無（ 有・無 ） 

・ 選考を実施した場合、管理者の選考結果、選考過程及び選考理由の公表の有無（ 有・無 ） 

・ 公表の方法 

  金沢大学附属病院Webサイトに掲載 

 

 

 
 

管理者の選任を行う委員会の委員名簿及び選定理由 

氏名 所属 委員長 

（○を付す） 

選定理由 特別の関

係 

大竹 茂樹 金沢大学（理事） ○ 金沢大学附属病院長候補者選考委員

会規程第3条第1項第1号に基づく学長

が指名する理事 

有・無 

中村 裕之 金沢大学医薬保健研究

域（医薬保健研究域長） 

 同規程第3条第1項第2号に基づく役

職指定 
有・無 

堀   修 金沢大学医薬保健研究

域（医薬保健学総合研

究科長） 

 同規程第3条第1項第3号に基づく役

職指定 
有・無 

市村 宏 金沢大学医薬保健研究

域（先進予防医学研究

科長） 

 同規程第3条第1項第4号に基づく役

職指定 
有・無 

和田 隆志 金沢大学医薬保健研究

域（医薬保健研究域医

学系長） 

 同規程第3条第1項第5号に基づく役

職指定 
有・無 

國嶋 崇隆 金沢大学医薬保健研究

域（医薬保健研究域薬

学系長） 

 同規程第3条第1項第6号に基づく役

職指定 
有・無 

宮地 利明 金沢大学医薬保健研究

域（医薬保健研究域保

健学系長） 

 同規程第3条第1項第7号に基づく役

職指定 
有・無 

金子 周一 金沢大学医薬保健研究

域（附属病院消化器内

科長） 

 同規程第3条第1項第8号に基づき選

出された診療科長 
有・無 

土屋 弘行 金沢大学医薬保健研究

域（附属病院整形外科

長） 

 同規程第3条第1項第8号に基づき選

出された診療科長 
有・無 

谷内江 昭宏 金沢大学附属病院（医

療安全管理部長） 

 同規程第3条第1項第9号に基づき選

出された中央診療施設等の長 
有・無 

渡邊 真紀 金沢大学附属病院（看

護部長） 

 同規程第 3 条第 1 項第 10 号に基づく

役職指定 
有・無 

大久保 進 金沢大学（病院部長）  同規程第 3 条第 1 項第 11 号に基づく

役職指定 
有・無 
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安田 健二 公益社団法人石川県医

師会（会長） 

 同規程第 3 条第 1 項第 12 号に基づく

有識者 

※公益社団法人石川県医師会あて推

薦依頼を行い、当該組織から推薦され

た者 

有・無 

羽柴 厚 公益社団法人金沢市医

師会（会長） 

 同規程第 3 条第 1 項第 12 号に基づく

有識者 

※公益社団法人金沢市医師会あて推

薦依頼を行い、当該組織から推薦され

た者 

有・無 

髙田 重男 金沢市立病院（事業管

理者・院長）（金沢大

学関連病院長会会長） 

 同規程第 3 条第 1 項第 12 号に基づく

有識者 

※金沢大学関連病院長会あて推薦依

頼を行い、当該組織から推薦された者 

有・無 
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規則第９条の２３第１項及び第２項に掲げる病院の管理及び運営を行うための合議体の

設置及び運営状況 
 
 
 合議体の設置の有無 

 
    有・無 
   

 

・合議体の主要な審議内容 

 (1) 中期目標・中期計画及び年度計画に関する事項 

 (2) 規程の制定又は改廃に関する事項 

 (3) 予算及び執行並びに決算に関する事項 

 (4) 自ら行う点検及び評価に関する事項 

 (5) その他管理運営に関する事項 

 

・審議の概要の従業者への周知状況 

病院長が医局長会議（運営会議委員以外の全関係部署の代表者が出席）において、病院運営会議

の内容を説明・報告し、運営会議委員又は医局長会議委員が各部署で周知している。 

会議資料は、金沢大学の教職員専用の会議資料管理システムで管理しており、関係者は常時閲覧

可能となっている。 

 

・合議体に係る内部規程の公表の有無（ 有・無 ） 

 

・公表の方法 

  金沢大学附属病院Webサイトに掲載 

 

・外部有識者からの意見聴取の有無（ 有・無 ） 
 
 

合議体の委員名簿 

氏名 委員長 

（○を付す） 

職種 役職 

蒲田 敏文 ○ 医師 附属病院長、検査部長、金大病院 CPD センター長 

金子 周一  医師 消化器内科長、肝臓センター長、疾病予防センター

長 

篁  俊成  医師 内分泌・代謝内科長、糖尿病センター長、内分泌セ

ンター長 

川野 充弘  医師 リウマチ・膠原病内科長 

笠原 寿郎  医師 呼吸器内科長 

高村 雅之  医師 循環器内科長、冠動脈疾患治療部長、ハートセンタ

ー長 

坂井 宣彦  医師 腎臓内科長、血液浄化療法部長 

中尾 眞二  医師 血液内科長、造血細胞移植センター長 

野村 英樹  医師 総合診療科長、総合診療部長 

山田 正仁  医師 脳神経内科長、電子顕微鏡センター主任 

菊知 充  医師 神経科精神科長、子どものこころの診療科長 

和田 泰三  医師 小児科長、周産母子センター長 

香田 渉  医師 病院長補佐、放射線科長 
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髙松 繁行  医師 放射線治療科長 

松下 貴史  医師 皮膚科長 

小室 明人  医師 形成外科長 

小川 恵子  医師 漢方医学科長 

竹村 博文  医師 副病院長、心臓血管外科長、ＭＥ機器管理センター

長 

松本 勲  医師 呼吸器外科長、材料部長 

伏田 幸夫  医師 胃腸外科長 

田島 秀浩  医師 肝胆膵・移植外科長、栄養管理部長 

石川 聡子  医師 乳腺外科長 

酒井 清祥  医師 小児外科 

土屋 弘行  医師 副病院長、整形外科長 

出村 諭  医師 脊椎・脊髄外科長 

溝上 敦  医師 泌尿器科長 

杉山 和久  医師 眼科長 

吉崎 智一  医師 副病院長、耳鼻咽喉科・頭頸部外科長、研修医・専

門医総合教育センター長 

藤原 浩  医師 産科婦人科長 

谷口 巧  医師 麻酔科蘇生科長、手術部長、集中治療部長、麻酔部

長 

中田 光俊  医師 脳神経外科長 

絹谷 清剛  医師 副病院長、核医学診療科長、アイソトープ部長 

川尻 秀一  歯科医師 歯科口腔外科長 

八幡 徹太郎  医師 リハビリテーション科長、リハビリテーション部長 

矢野 聖二  医師 副病院長、がんセンター長、がんゲノム医療センタ

ー長 

後藤 由和  医師 救急科長、救急部長 

池田 博子  医師 病理診断科長、病理部長 

小林 聡  医師 放射線部長 

山﨑 宏人  医師 輸血部長 

朝倉 英策  医師 高密度無菌治療部長 

二宮 致  医師 光学医療診療部長 

渡邉 淳  医師 遺伝診療部長 

谷内江 昭宏  医師 副病院長、医療安全管理部長 

加畑 多文  医師 地域医療連携室長 

岩田 恭宜  医師 感染制御部長 

北村 和哉  医師 炎症性腸疾患センター長 

大坪 公士郎  医師 外来化学療法センター長 

島上 哲朗  医師 地域医療教育センター長 

村山 敏典  医師 病院長補佐、先端医療開発センター長、臨床開発部

長 

山田 圭輔  医師 緩和ケアセンター長 

川島 博子  医師 乳腺センター長 

崔 吉道  薬剤師 病院長補佐、薬剤部長 

渡邊 真紀  看護師 副病院長、看護部長 

長瀬 啓介  医師 病院長補佐、経営企画部長 

大久保 進  事務職員 病院長補佐、病院部長 

松浦 幸広  放射線技師 放射線部技師長 
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規則第１５条の４第１項第１号に掲げる管理者が有する権限に関する状況 

 
 
 管理者が有する病院の管理及び運営に必要な権限  

  

 
 ・ 管理者が有する権限に係る内部規程の公表の有無（ 有・無 ） 
 
 ・ 公表の方法 
   金沢大学附属病院Webサイトに掲載 
 
 ・ 規程の主な内容 

【金沢大学附属病院規程第３条～第４条】 
   ・病院長は本院を代表し、本院の経営及び管理運営等の業務を総括するとともに、職員等を 

指揮監督する。 
   ・病院長の任務は次のとおりとする。 

(1) 本院の運営、管理及び経営に関すること。 
(2) 診療部門長、診療科長、中央診療施設の長等の任命に関すること。 
(3) 診療科及び各中央診療施設等への人員配置に関すること。 
(4) 病院内組織の設置、廃止及び統合に関すること。 
(5) 病床、診察室等の配分及び利用形態に関すること。 
(6) 予算の院内配分に関すること。 

 
 ・ 管理者をサポートする体制（副院長、院長補佐、企画スタッフ等）及び当該職員の役割 

【金沢大学附属病院規程第５条】 
・副病院長７名（病院長の職務を補佐） 

医療安全／広報・地域医療連携／診療／総務・人事／臨床教育／研究／看護をそれぞれ 
担当 

【金沢大学附属病院規程第５条の２】 
    ・病院長補佐６名（病院長の指示する重要事項について病院長を補佐） 

臨床研究開発／経営企画・医療情報／薬剤／院長業務補佐／事務／特命事項をそれぞれ 
担当 

 
 ・ 病院のマネジメントを担う人員についての人事・研修の状況 
   【人事】 
    ・副病院長は、運営会議の構成員のうちから病院長が指名し、学長が任命する。 

・病院長補佐は、病院長が任命する。 
・科長は、附属病院若しくは医学系の教授、准教授、講師又は助教で診療に従事する者又
は附属病院に兼務する金沢大学の教授、准教授又は講師で病院長が認める者をもって充て
る。 

    ・部長等は、附属病院若しくは医学系の教授で診療に従事する者又は附属病院に兼務する
金沢大学の教授で病院長が認める者をもって充てる。ただし、やむを得ないときは、准教
授、講師又は助教をもって充てることができる。 

【研修】 
・国立大学附属病院長会議が実施する「病院長塾」や「病院経営次世代リーダー養成塾」
に副病院長らが参加しているほか、同会議が実施する国立大学病院事務専門研修や国立大
学附属病院経営分析ワークショップ等に職員を参加させ、人材育成を図っている。 

    ・日本医療機能評価機構が実施する特定機能病院管理者研修に病院長、副病院長及び病院
長補佐が参加している。 

    ・事務系職員の一部について、法人の事務職員採用試験において病院事務職員に特化した
エキスパート枠を設け、採用試験を実施している。 
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規則第１５条の４第１項第２号に掲げる医療の安全の確保に関する監査委員会に関する

状況 

 

監査委員会の設置状況 有・無 

・監査委員会の開催状況：年 ２ 回 

・活動の主な内容： 

（１） 医療安全管理責任者，医療安全管理部門，医療安全管理委員会，医薬品安全管理責任者，医

療機器安全管理責任者等の業務の状況について附属病院長(以下「病院長」という。)等から報告

を求め，又は必要に応じて自ら確認を実施すること。 

（２） 必要に応じ，学長又は病院長に対し，医療に係る安全管理についての是正措置を講ずるよう

意見を表明すること。 

（３） 前２号に掲げる業務について，その結果を公表すること。 

（４）その他医療に係る安全管理の監査に関し必要な事項 

 

・監査委員会の業務実施結果の公表の有無（ ○有・無 ） 

・委員名簿の公表の有無（ ○有・無 ） 

・委員の選定理由の公表の有無（ ○有・無 ） 

・監査委員会に係る内部規程の公表の有無（ ○有・無 ） 

・公表の方法： 

金沢大学附属病院 Web サイトに掲載 

 

監査委員会の委員名簿及び選定理由（注） 

氏名 所属 委員長 

（○を付す） 

選定理由 利害関係 委員の要件 

該当状況 

長島 久 富山大学附属

病院 

〇 医療の質・安全推

進部長として医療

安全に関する業務

に従事しているた

め 

有・○無  1 

麻生 小夜 金沢あおば法

律事務所 

 弁護士として法律

に関する専門知識

に基づき、業務を

行っているため 

有・○無  1 
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和 田  真由

美 

血液疾患の患

者の会「萌の

会」 

 「萌の会」の代表

として活動してお

り、医療を受ける

立場から意見を述 

べることができる

ため 

有・○無  2 

    有・無  

    有・無  

（注） 「委員の要件該当状況」の欄は、次の1～3のいずれかを記載すること。 

   1. 医療に係る安全管理又は法律に関する識見を有する者その他の学識経験を有する者 

2. 医療を受ける者その他の医療従事者以外の者（1.に掲げる者を除く。） 

   3. その他 
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規則第１５条の４第１項第３号イに掲げる管理者の業務の執行が法令に適合することを

確保するための体制の整備に係る措置 

 
 

管理者の業務が法令に適合することを確保するための体制の整備状況 
 
 

 
 ・体制の整備状況及び活動内容 

金沢大学内部監査において業務監査及び会計監査を定期的に実施しており、附属病院も対象とな
っている。 

 
 ・ 専門部署の設置の有無（ 有・無 ） 
 
 ・ 内部規程の整備の有無（ 有・無 ） 
 
 ・ 内部規程の公表の有無（ 有・無 ） 
 
 ・ 公表の方法 

金沢大学附属病院Webサイトに掲載 
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規則第１５条の４第１項第３号ロに掲げる開設者による業務の監督に係る体制の整備に

係る措置 

 
 

開設者又は理事会等による病院の業務の監督に係る体制の状況 
 

 
 ・ 病院の管理運営状況を監督する会議体の体制及び運営状況 

金沢大学経営協議会において、法人の経営に関する重要事項、予算の作成・執行及び決算に関
する事項、組織及び運営の状況に係る自己点検・評価に関する事項等を審議している。 
 

 ・ 会議体の実施状況（ 年６回（令和元年度実績）） 
 
 ・ 会議体への管理者の参画の有無および回数（ 有・無 ）（ 年４回（令和元年度実績）） 
 
 ・ 会議体に係る内部規程の公表の有無（ 有・無 ） 
 
 ・ 公表の方法 

金沢大学附属病院Webサイトに掲載 
 
 

病院の管理運営状況を監督する会議体の名称： 国立大学法人金沢大学経営協議会 

会議体の委員名簿 

氏名 所属 委員長 

（○を付す） 

利害関係 

山崎 光悦 金沢大学学長 ○ 有・無 

大竹 茂樹 金沢大学理事・副学長  有・無 

和田 隆志 金沢大学理事・副学長  有・無 

大西 啓介 金沢大学理事・副学長  有・無 

村井 淳志 金沢大学人間社会研究域長  有・無 

森本 章治 金沢大学理工研究域長  有・無 

中村 裕之 金沢大学医薬保健研究域長  有・無 

蒲田 敏文 金沢大学附属病院長  有・無 

上村 大輔 神奈川大学特別招聘教授  有・無 

大橋 徹二 コマツ代表取締役会長  有・無 

河田 悌一 一般社団法人大学資産共同運用機構理事長  有・無 

後藤 ひとみ 愛知教育大学特別執行役  有・無 

小松 親次郎 桜美林大学総合研究機構教授  有・無 

中西 吉明 石川県副知事  有・無 

原田 明久 ファイザー株式会社代表取締役社長  有・無 

村山 卓 金沢市副市長  有・無 
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矢部 彰 
国立研究開発法人新エネルギー・産業技術総合開発
機構技術戦略研究センターフェロー 

 有・無 

山内 雅喜 ヤマトホールディングス株式会社取締役会長  有・無 

（注） 会議体の名称及び委員名簿は理事会等とは別に会議体を設置した場合に記載すること。 

 

  



                                       様式６－３ 
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規則第１５条の４第１項第４号に掲げる医療安全管理の適正な実施に疑義が生じた場合

等の情報提供を受け付ける窓口の状況 

 

窓口の状況 

・情報提供を受け付けるための窓口の設置の有無（ ○有・無 ） 

・通報件数（年０件） 

・窓口に提供する情報の範囲、情報提供を行った個人を識別することができないようにするための方

策その他窓口の設置に関する必要な定めの有無（ ○有・無 ） 

・窓口及びその使用方法についての従業者への周知の有無（ ○有・無 ） 

・周知の方法 

  職員宛てメールにて周知している。 

 

 

 



(様式第 7) 

専門性の高い対応を行う上での取組みに関する書類（任意） 

 

 

1  病院の機能に関する第三者による評価 

① 病院の機能に関する第三者による評価の有無 ○有 ・無 

 ・評価を行った機関名、評価を受けた時期 

  機関名：公益財団法人日本医療機能評価機構 
  時期：平成２７年５月  

※令和２年５月に認定更新のための受審を予定していたものの、新型コロナウィルス 
感染拡大の影響により受審延期となっている。（令和３年３月に受審予定） 

 

(注)医療機能に関する第三者による評価については、日本医療機能評価機構等による評価があるこ

と。 

 

 

2  果たしている役割に関する情報発信 

① 果たしている役割に関する情報発信の有無 ○有 ・無 

 ・情報発信の方法、内容等の概要 

  本院Webサイトにて情報発信を行っている。 

 

 

3  複数の診療科が連携して対応に当たる体制 

① 複数の診療科が連携して対応に当たる体制の有無 ○有 ・無 

 ・複数の診療科が連携して対応に当たる体制の概要 

  糖尿病及び糖尿病性腎症の重症化予防に取り組む糖尿病透析予防チーム、高度な栄養管理を

チームとして実施する栄養サポートチーム、悪性腫瘍等の患者のうち、身体的症状又は精神症

状を持つ者に対して症状緩和に係る専従のチームとして緩和ケアチーム、褥瘡の予防及び褥瘡

発生時における適正な処理を図るため褥瘡対策チームを置いている。平成３０年度には、これ

までの院内感染制御チーム（ICT）に加えて、新たに抗菌薬適正使用支援チーム（AST）を組織

し、院内感染に対応する体制をさらに充実させた。そのほか、倫理的な問題を検討する場、解

決困難な倫理的問題への医療者の相談対応・解決への支援を行う体制として、臨床倫理コンサ

ルティングチームを設置している。 

 



  様式８－６ 

 
 

(様式第 8) 

                                                         金大病総第  ４２ 号  

令和 ２年 ９月３０日  

 

  厚生労働大臣        殿 

 

                                          国立大学法人金沢大学長 

   山崎 光悦 (印)  

 

医療に係る安全管理のための体制整備に関する計画について 

 

 標記について、次のとおり提出します。 

 

記 

 
1. 管理職員研修（医療に係る安全管理のための研修、管理者、医療安全管理責任者、医薬

品安全管理責任者、医療機器安全管理責任者向け）を実施するための予定措置 
 
公益財団法人日本医療機能評価機構が主催する研修に参加させる予定である。 
 
 
 
 
2. 医療安全管理部門の人員体制 
・所属職員：専従（４）名、専任（２）名、兼任（１１）名 
 うち医師：専従（１）名、専任（２）名、兼任（４）名 
 うち薬剤師：専従（１）名、専任（ ）名、兼任（１）名 
 うち看護師：専従（１）名、専任（ ）名、兼任（３）名 
 うち事務職員：専従（１）名、専任（ ）名、兼任（１）名 
うち臨床工学技士：専従（ ）名、専任（ ）名、兼任（１）名 

 うち診療放射線技師：専従（ ）名、専任（ ）名、兼任（１）名 
 
 
3. 医療安全管理部門の専従職員を配置するための予定措置 
今後の専従職員の配置については未定である。 
 
 
 
 


